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急
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因
ニ
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ス
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数
－
一
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レ
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A
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ト
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五
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ア
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五
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内
液
分
ノ
減
損
ア
主
因
ト
ス
M
Y

説

国
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ロ
Z
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仏
ロ
ミ
Z
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4
2
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ロ
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d
F
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H］
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E
Y
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ロ
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F
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吉
H
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－
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一一一、、J

中
毒
説

ヨ
レ
ニ
闘
ス
U
Y

設
A

甚
ダ
多
数
ナ
Y

毛
、
毒
物
ノ
本
態
－
一
関
ス

Y
皐
説
ヨ
η
ノ
コ
レ
ヲ
分
類
ス
レ
バ

（
イ
）
賭
液
ガ
毒
物
成
生
－
一
必
要
ナ
リ
ト
ナ
ス
説

］「）『
2
5円
民
主
F
G
J
mア
z
s
f
H
v
g骨
三
戸
岳
民
主
会
↑
H
W

回一ヱゲ
2
・phd
三
三
巴
】
d
p
Y
6
3
3・宮山｝少羽白｝戸
ごピゲニロ四円肱古川。

（

ロ

）

「
プ
ロ
ア
オ

1
ゼ
」
中
毒
説

J
H
1
r
－－－
1
t・V

－2
－d
g

L
】

W
2
J
L
E
E
W
A
J
J
J
己
主
L
3
H
E
－2
－z
v
c
m
V
5
H
H
門
戸
関
口
問
。
E

M

E
－－
？

〆ー、－
＿；・、
、、－－ 杉
戸
清
重
氏
ノ
毒
物
毛
「
プ
ロ
ア
オ

1
ぜ
」
ニ
類
似
ノ
モ
ノ
ナ
ラ
ン
。

「
ヒ
ス
タ
ミ
ン
」
中
毒
説

。2JZJ
7
7
h
己
き

，－、、

、．，，，

細
菌
性
分
解
産
物
ノ
中
毒
ト
ナ
ス
説

ロE
m明白門
m
E
u
F
・肘－
uhrHAVC
－一戸江戸
F
F

臼・！？

h
F
D
L

回
5

6
｝向子守
J

J
ぺ
一
己
E

∞a
G
A
Z
・
「
開
J
C
H
・－
v
h
a
gFF

。
・
凡
戸
二
足
。
。
］
円
ロ
什
c
o
r
－－『
・
4
・・
MFH』
島

。rp
m
A
Y
0
・
a
一
口
岱
ユ
岳
2
M
L
引
け
P
L
－t

以
上
ノ
如
ク
諸
種
ノ
皐
説
ア
η
2
7
、
何
レ
ガ
異
、
何
レ
ガ
ナ
偽
ナ
Y
カ
ノ
判
断
－
一
苦
シ
ム

。
然
レ
共
「
イ
レ
タ
ス
」
－
一
於
ケ
Y
腸
管
ノ
吸
牧

機
能
ヲ
明
－
フ
カ
ニ
ス
レ
バ
穂
波
減
損
問
題
毛
解
決
セ
ラ
Y
Jベ
ク
、
叉
夏
－
一
進
ン
デ
毒
物
ノ
吸
牧
セ
ラ
町
戸
、
ヤ
否
ヤ
ヲ
明
－
フ
カ
ニ
ス
レ
バ
中
毒
説

エ
確
固
タ
M
F

根
懐
ヲ
輿
へ
得
M
Y

モ
ノ
ト
思
考
サ
M
F

。
故
－
一
余
A

先
グ
閉
塞
腸
管
ノ
吸
牧
機
能
ヨ

y
研
究
ヲ
開
始
シ
タ

y
。



「
ィ
レ
タ
ス
」
腸
管
ノ
殴
牧
ニ
開
ス

Y
研
究
A
除
凶
ノ
多
カ
ラ
ズ
0
2
3
2
E
C
E
E仏
国
E
N
F
A
沃
度
加
里
溶
液
ヲ
閉
塞
腸
管
へ
注
入
シ
ア
尿
へ

ノ
排
出
ヲ
検
シ
、
「
イ
レ
タ
ス
」
ノ
初
期
－
一
於
－
プ

A
吸
牧
機
能
ガ
増
進
ス
wy

モ
其
後
A
減
退
ス
ト
報
告
ス。

？
Z
E
C
－－L
百
三
AH2

2

A
沃
度
加

里
及
ピ
硝
酸
「
ス
ト

y
ヒ
ニ

l
ネ
」
搭
液
ノ
吸
牧
試
験
－
一
ヨ

y
、
出
C
Le
－－rロ
ヨ
ロ
島

恒
三目

A

食
蹴
蹴
及
ピ
葡
萄
糖
ノ
水
溶
液
ノ
吸
牧
試
験
－
一
ヨ
9

「
イ
レ
タ
ス
」
腸
管
ノ
吸
牧
機
能
A

病
症
ガ
進
行
ス

Y

－
一
従
ヒ
減
退
ス
Y

モ
ノ
ナ
w
y

コ
ト
ヲ
報
告
ス
。

巴
三
宮

A

「
ブ
エ
ノ
1

Y
、
ズ
Y

ア
オ
プ

タ
レ
イ
ン
」
ノ
吸
牧
試
験
－
一

ヨ
y
閉
塞
腸
管
ノ
吸
牧
機
能
A

普
通
ヨ

y
毛
一
増
加
セ
ザ
Y

毛
ノ
ナ
Y

2
ト
ヲ
報
告
ス
。

E
E－－L
E
Z
H，
A

閉
塞
腸

管
内
へ
注
入
シ
タ
Y
沃
度
加
里
A

腹
腔
内
へ
穆
出
シ
、
更
－
一
腹
膜
－
一
ヨ
？
プ
吸
牧
セ

ラ
w
庁
、
モ
ノ
ナ

y
ト
主
張
ス
。

余
A

毒
カ
微
弱
ナ
Y
「
ク
ラ
ニ
ン
」
及
ピ
卵
白
ヲ
閉
塞
腸
管
内
へ
注
入
シ
、
ナ
山
戸
ペ
ク
自
然
賦
態
－
一
於
ケ
w
y

腹
腔
内
惨
出
物
、
血
液
及
ピ
尿
ヲ

採
取
シ
、
コ
レ
ニ
合
マ

Y

、
「
ウ
ノ
タ
ニ
シ
」
及
ピ
卵
白
ヲ
検
シ
．
以
－
7
「
ク
－
フ
ニ
ン
」
及
ピ
卵
白
ガ
血
液
及
ピ
腹
腔
内
惨
出
物
へ
移
行
ス
M
Y

ヤ
否

ヤ
ヲ
検
シ
、
究
－
一
尿
中
へ
ノ
「
ヲ
ラ
ニ
ン
」
排
出
量
及
ピ
腸
管
内
ニ
於
ヶ

y
「
ヲ
－
フ
ユ
ン
」
ノ
吸
牧
量
ヲ
検
シ
タ
リノ
。

第
－
章
第
－
節

Ed－－
z一
｝
及
ピ

ニ
ヨ
リ
ノ
眼
房
室
内
液
ノ
交
疏
検
査
－
一
用
ヒ
ラ

v
、
き

さ
戸
口
ご
士
一
』
言
及
ピ
杉
村
七
太
郎
、

尾
形
一
郎
雨
氏
－
一
ヨ
リ
ノ
腎
機
能
検
査
－
一
周
ヒ
ラ

y
。
京
都
帝
幽
大
串
松
尾
内
科
教
室
－
一
一
於
－
7
A
肝
、
勝
、

腎
、腸
等
ノ
色
素
ノ
吸
牧
及
ピ
排
慣

試
験
一
一
腰
一
用
セ
ラ
Y
。
然
レ
共
閉
寒
腸
管
一
一
一
炉
、
ヶ
Y
吸
牧
－
一
閥
ス
w
y

研
究
－
一
コ
レ

ヲ
謄
用
セ
ク
レ
シ
文
献
A

余
ノ
未
ダ
政
事
見
セ

ザ
UF

ト
コ
ロ

「
ウ
ヲ
エ
ン
」
Z
ヨ
ル
急
性
閉
塞
腸
管
吸
牧
試
験

法

賓

験

方

「タ
フ
ニ
ン
」
A

F
E
L－－2
・hh2

ナ
リ
ノ
。
「
ヲ
ラ
ニ
ン
」
A

「プ
w
y

オ
レ
ス
ツ
エ
イ
ン
」
ノ
「
ナ
ト
9
ヲ
ム
」
醜
類
－
一
シ
ア
増
田
貞
一
氏
－
一
ヨ
レ
バ
毒
性
弱
ク
、
太
田
隆
一
氏

ニ
ヨ
レ

バ
小
腸

ヨ
リ
非
常
－
一
ヨ
ク
吸
牧
セ

ラ
wy

、
ト
イ
フ
。

（一）

質
験
動
物
成
熟
強
健
ナ
Y
犬
ヲ
用
ァ
。
試
験
前
日
正
午
ニ
食
物
ヲ
輿
へ
、
業
後
A

絶
食
セ
シ
ム
。
試
験
営
日
早
朝
曜
版
「モ

Y

ヒ
、不」

ヲ
鱒
重
一
昨
－
一
ツ
キ
一
一
塘
ノ
割
合
一
二
%
水
溶
液
一
ト
ナ
シ
皮
下

一一
注
射
ス
、
必
要
ノ
時
－
一
A

「エ

1
－プ
Y
」
全
身
麻
酔
ヲ
用
ァ
、
第
二
回
手
術

第
五
容
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五
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原
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牛

問

一一ー
一一一
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第
戒
競

穴

O
〉

ノ
時
－
一
A

盟
駿
「
毛
市
戸
ヒ
－

F
7注
射
ヲ
用
ヒ
ズ
、
「
ェ

l
－ア
Y
」
全
身
麻
酔
ノ
ミ
ヲ
用
フ
。
手
術
後
A

食
物
ヲ
平
常
ノ
如
ク
輿
へ
、
水
モ
任
意

ニ
輿
ヘ
タ
レ
ド
モ
食
慾
不
振
ノ
魚
メ
ニ
水
ヲ
飲
ム
ノ
ミ
ノ
コ
ト
多
シ
。

手
術
準
備
及
ピ
操
作
一
般
無
菌
的
外
科
手
術
ノ
法
式
－
一
従
ァ
。
腸
管
ノ
閉
塞
A

線
－
ア
切
断
法
－
一
ヨ
リ
其
断
端
A

之
レ
ヲ
巾
着
縫
合
－
一

ヨ

f
プ
閉
鎖
セ

y
o
十
二
指
腸
草
純
閉
塞
ヲ
ツ
ク
u
y

際－一
A

十
二
指
腸
ヲ
ナ
Y
ペ
ク
十

二
指
腸
宰
腸
界
ニ
一
接
近
シ
ア
切
断
シ
、
雨
端
ヲ
閉
鎖

ス
、
丞
腸
軍
純
閉
寒
ヲ
ツ
ク

Y

－
二
十
二
指
腸
空
勝
界
ヨ
リ
十
二
指
腸
ノ
長
サ
ノ
三
倍
ダ
ケ
末
梢
－
一
於
－
ア
腸
管
ヲ
切
断
シ
、
其
南
断
端
苛
／
閉

鎖
ス
。
廻
腸
軍
純
閉
塞
－
一
際
シ
ア
A

廻
盲
擁
－
一
一
接
近
ジ
a

ア
廻
腸
ヲ
切
断
シ
閉
幕
ヲ
ツ
ク
U
F

。
雨
端
閉
寒
腸
管
ヲ
造
Y
場
合
－
一
A

宰
腸
－
一
於
－
7

A

十
二
指
腸
空
腸
界
ヨ
リ
十
五
糎
末
梢
二
一
於
－
7
二
十
糎
ノ
長
＋
ノ
ノ
腸
管
ヲ
噴
置
シ
、
南
端
ヲ
閉
鎖
シ
、
轍
入
及
ピ
轍
出
端
ヲ
互
ニ
吻
合
セ
シ

メ
ア
腸
管
ノ
交
通
ヲ
正
常
－
一
復
ス
。
廻
腸
－
一
一
於
ア
A

廻
盲
携
ヨ

y
十
五
糎
口
腔
側
－
一
ア
Y

二
十
糎
ノ
長
ナ
ノ
廻
腸
ヲ
噴
置
シ
、
雨
端
ヲ
閉
鎖

ジ
、
轍
入
及
ピ
轍
出
端
ヲ
互
ユ
吻
合
ス
、
腸
管
ノ
長
サ
A

腸
間
膜
血
管
ノ
位
置
－
一
ヨ

y
多
少
ノ
長
短
ア

Y

コ
ト
勿
論
ナ

p
。

（
三
）
「
ヲ
ラ
ニ
ン
」
溶
液

P
E
E
S－
曾
世
製
「
・

2
フ
エ
ン
」

7
0克
ヲ
正
確
－
一
秤
量
シ
、
蒸
部
水
ヲ
加
ヘ
ア
溶
解
シ
、
全
量
ヲ
一

O
O
耗
ト

ナ
ス
。
コ
レ
ヲ
密
封
ジ
47
蒸
気
消
毒
ヲ
施
シ
、
冷
却
シ
、
腸
管
へ
注
入
ス

Y
時－一
A

更
－
一
之
レ
ヲ
三
十
八
度
－
一
加
温
シ
、
注
射
器
－
一
一
段
ヒ
上

グ
、
腹
腔
へ
少
シ
モ
洩
レ
ザ
1
Y
様
ζ

注
意
シ
ア
腸
管
ノ
閉
塞
端
ヨ
リ
徐
々
－
一
注
入
シ
、
注
入
後
A

該
部
ヲ
縫
合
ス
。

（一一）
（四）

試
験
材
料
採
取
方
法

（
イ
）
血
液
A

股
静
脈
或
A

腸
間
膜
静
脈
ヲ

p
減
菌
乾
燥
シ
タ
Y
注
射
器
－
一
ア
採
取
シ
、
滅
菌
シ
タ
Y
中
等
大
ノ
試
験
管
一
一
入
レ
、
コ
ノ
試

験
管
ヲ
水
平
位
二
静
置
シ
、
血
液
ノ
凝
固
ス

Y
ノ
ヲ
待
チ
密
封
シ
ア
一
夜
氷
室
田
一
貯
へ
、
翌
朝
毛
細
管
「
ピ
ペ
ッ
ト
」
ニ
ア
血
清
ノ
ミ
ヲ
採

取
シ
ア
検
査
用
ト
ナ
ス
、
一
回
二
用
フ

Y
血
液
三
ニ
乃
至
四
耗
ナ

9
0

〆目、

ロ
、、J

腹
院
内
穆
出
物
採
取
方
法

車
純
開
業
…ノ
場
合
－
一
於
－
7

A

腹
腔
内
－
一
唯
少
量
ノ
穆
出
物
ヲ
認
ム
戸
ノ
ミ
、
南
端
閉
塞
症
－
一
ア
A

腹
膜
炎
ノ
症
獄
ア
Y

毛
ノ
ュ
多
量
ノ
惨

出
物
ヲ
認
ム
レ
ド
、
然
自
フ
ザ
Y
場
合
－
一
A

少
量
－
一
存
在
ス
w
y

ノ
ミ
ナ

9
0



余
A

軍
純
閉
寒
一
ノ
場
合
－
二
隣
寓
ノ
右
方
三
乃
至
玉
糎
ノ
部
位
－
一
腹
腔
内
へ
達
ス

Y
硝
子
管
ヲ
密
－
一
縫
合
掃
入
シ
、
先
端
鈍
ナ
Y
滅
菌
毛

細
管
「
ピ
ペ
ッ
ト
」
7

2
ノ
硝
子
管
ヨ
リ
腹
腔
内
へ
達
セ
シ
メ
ア
穆
出
物
ヲ
採
取
シ
、
後
消
毒
シ
タ

y
「
ゴ
ム
」
栓
ニ
ア
硝
子
管
ヲ
閉
寒
一
ス
。

斯
ク
ジ
ア
一
定
ノ
時
間
毎
－
一
惨
出
物
ヲ
採
取
シ
タ
y

d

N

一
回
－
一
一
於
ケ
Y
穆
出
物
ノ
採
取
量
A

玉
乃
至
一
括
或
A

コ
レ
以
下
ナ
リ
。

大
凡
腸
管
閉
塞
症
－
一
際
ジ
腸
管
内
ユ
多
量
ノ
液
鱒
ガ
蓄
積
シ
、
内
腫
ガ
充
進
ス
レ
バ
、
腸
管
－
一
血
液
及
ピ
淋
巴
ノ
循
環
障
害
ヲ
起
シ
、
組

織
間
際
ヨ

y
液
健
ノ
惨
透
ス
w
y

ヨ
ト
モ
可
能
ナ
リ
ト
考
ヘ
ラ

Y
。
然
Y

－
一
腹
膜
ノ
吸
牧
力
A

非
常
－
一
旺
盛
ナ
U
Y

モ
ノ
ナ
Y

ニ
ヨ

9
閉
塞
腸

管
ヨ

9
ノ
惨
出
物
A

直
チ
ニ
他
ノ
部
分
ノ
腹
膜
－
一
ヨ
リ
ニ
プ
吸
牧
セ

一ブ
Y

、
ト
イ
フ
コ
ト
モ
亦
可
能
ナ
叶
ノ
。
故
－
一
余
A

開
業
一腸
管
ヲ
他
ノ
腸

管
ヨ
叶
ノ
分
離
シ
ア
、
然
モ
自
然
ノ
航
態
－
一
腹
腔
内
二
留
置
シ
ア
置
ケ
バ
、
自
然
四
一
近
キ
朕
態
デ
然
毛
自
然
－
一
近
キ
性
質
ノ
惨
出
物
ガ
得
ラ

w
y

、
ナ
ラ
ン
ト
考
ヘ
タ

9
0

A

食
盟
水
デ
腹
腔
ヲ
洗
樵
ジ
、
其
一
部
分
ヲ
腹
腔
内
ニ
留
置
セ
ジ
メ
タ

y
、
然
シ
コ
ノ
方
法
J

ア
A

腹
腔
内
ヲ
洗
糠
ス
w
y

時

－
一
刺
戟
ヲ
加
へ
穆
出
物
ア
増
加
セ
シ
メ
、
且
之
レ
ヲ
食
盟
水
－
一
ア
稀
稗
ス

Y

－一ヨ
η
ノ
自
然
朕
態
ノ
穆
出
物
ガ
得
－
フ
レ
ナ
ィ
。彼
A

又

一

%

酷
酸
銀
溶
液
デ
洗
糠
セ
w
F

モ
毒
性
強
ク
シ
ア
動
物
A

数
時
間
内
ニ
死
巳
ス
w
y

故
ニ
コ
レ
モ
亦
自
然
朕
態

一一
一
於
ケ
w
F

惨
出
物
採
取
ヲ
不
可

能
ナ
ラ
シ
ム

Y

モ
ノ
デ
ア
U
F

。

moym』ロ
σ一ZH
d
H・

余
A

極
メ
ア
薄
キ
「
ゴ
ム
」
嚢
内
へ
閉
塞
腸
管
ヲ
入
レ
、
腸
間
膜
内
血
管
ノ
血
液
循
環
ヲ
障
害
セ
ザ
Y
程
度

－
一
「
ゴ
ム
」
嚢
ノ
入
口
ア
閉
鎖

ジ
置
ケ
バ
入
口
ヨ

y
洩
出
ス

Y
湾
出
物
ノ
全
部
ヲ
防
止
ス

Y

コ
ト
能
A

ザ
－
フ
ン
モ
、
割
合
－
一
自
然
－
一
近
キ
賊
態
ニ
ア
穆
出
物
ヲ
採
取
シ
得

Y
ナ
ラ
シ
ト
考
ヘ
ア
、
長
サ
十
九
糎
、
幅
五
糎
ノ
大
ナ
ノ
、
ヨ

ク
仲
展
ジ
得
U
F

良
質
ノ
「
ゴ
ム
」
嚢
（
余
A

「
コ
シ
ド

1
ム
しヲ
代
用
ス
）
ヲ

求
メ
、
之
レ
ヲ
ヨ
ク
水
洗
シ
案
、
沸
消
毒
ヲ
施
ジ
タ

Y
後
、
業
中
へ
南
端
閉
寒
一
腸
管
ア
入
レ
置
キ
タ
Y

ュ
「
プ
ム
’
一
嚢
内
ユ
惨
出
物
ノ
集
積

セ
w
F

ヲ
見
タ

9
0
故
ユ
余
A

雨
端
開
業
中腸
管
ヲ
用
フ
M
F

場
合
－
一
二
品
一
一
コ
ノ
方
法
－
一
ヨ

p
穆
出
物
ヲ
採
取
シ
タ
”
ノ
。
勿
論
コ
ノ
惨
出
物
A

腸
管
ヨ

y
惨
出
ス
U
Y

モ
ノ
、
外
－
二
ー
ゴ
ム
」
嚢
ノ
震
メ
ニ
淋
巴
ノ
流
レ
ガ
多
少
阻
止
セ
－
フ
レ
ア
海
出
シ
タ
Y
淋
巴
及
ピ
「
プ
ム
」
嚢
自
身
ノ

刺
戟
－
一
ヨ

Y
穆
出
物
ヲ
毛
合
有
ス
ペ
キ
ナ
η
ノ
。
然
シ
此
等
ヲ
分
離
ス
w
y

コ
ト
不
可
能
ナ
Y
ヲ
以
ア
此
瀦
留
液
ヲ
腹
腔
内
穆
出
物
ト
見
倣
シ

第
五
巻

F、
原

著、d

牛

国

一一一一一ー一
（
第
式
競

六
一
〉



第
五
倉

F、
原

箸

牛

国

二
二
四

（
第
戒
就

大
ニ
〉

－
プ
賓
験
ス
w
y

コ
ト
、
セ

7
0

十
二
指
腸
車
純
閉
塞
ノ
際
z
惨
出
物
ヲ
採
取
ス
Y
潟
メ
ニ
余
二
則
記
「
ゴ
ム
」
嚢
ノ
一
側
＝
…
縦
ニ
入
口
ヨ

9
十
糎
ノ
長
サ
ノ
切
開
ヲ
加
へ
、

コ
ノ
中
へ
十
二
指
腸
ヲ
包
ム
。
部
チ
「
ゴ
ム
」
嚢
ノ
入
日
ヲ
幽
門
二
返
グ
ヶ
、
「
ゴ
ム
」
嚢
ノ
先
端
ヲ
末
梢
－
一
向
ヶ
、
十
二
指
腸
ヲ
腸
間
膜
附

平
行
部
ノ
反
劉
側
ヨ
リ
ノ
包
ミ
、
腸
間
膜
ヲ
除
ク
外
十
二
指
腸
全
部
ヲ
「
ゴ
ム
」
嚢
内
へ
入
レ
、「
ゴ
ム
」
嚢
ノ
切
開
縁
ヲ
腸
間
膜
附
着
部
ノ
両
側

へ
血
管
ァ
損
傷
セ
ヌ
様
－
一
注
意
シ
ア
縫
着
シ
、
「
ゴ
ム
」
嚢
ノ
入
口
A

之
レ
ヲ
腸
管
壁
－
一
縫
着
ス
。
斯
如
ク
シ
ア
腸
管
壁
ヨ

y
ノ
穆
出
物
ア

「
ゴ
ム
L
I
1
内
へ
蒐
集
セ

9
0
然
シ
コ
ノ
場
合
－
一
A

陸
出
物
ノ
洩
出
比
較
的
多
シ
。

，目、
J、
、．，，

尿
ノ
採
取
法

雌
犬
ヲ
用
フ
Y
ヲ
便
ト
ス
、
先
グ
腔
口
ヲ

二
冊
虹
門
鏡
－
一
ア
関
キ
、
腫
前
壁
末
端
ニ
ア
Y
外
尿
道
口
ヲ
見
出
シ
．
短
キ
金
属
「
カ
ア
l
－プ

U
F

」
ヲ
腸
脱
内
へ
入
レ
，
ァ
採
尿
ス
、
試
験
前
－
一
全
部
排
尿
シ
置
グ

コ
ト
勿
論
ナ

y
。

（

玉

）

つ
ヲ
ラ
－
一
ン
」
定
量
法

（
イ
）

「
ク
ラ
ユ
ン
」
ノ
色
調
ト
溶
液
ノ
反
感
ト
ノ
開
係

「内
ノ
ラ
ニ
ン
」
A

酸
性
溶
液
－
一
溶
解
ス

Y
ト
槌
色
シ
－
プ
黄
色
ト
ナ
U

戸
、
中
性
液
内
－
一
－
7

A

線
色
盛
光
梢
著
明
ト
ナ
Y
ガ
、
「
ア
Y
カ

y
L性
殊

二
「
ア
ン
モ
ニ
ア
」
ニ
ヨ
w
F

「ア
U
F

カ
リ
」
性
ノ
液
内
－
で
プ
A

最
毛
著
明
ナ
Y
線
色
接
光
ヲ
呈
ス
、
而
シ
ア

0
・0
0
二
え
乃
至

一
考
ノ
濃
度

ヲ
有
ス
Y

荷
々
ノ
「
ア
ン
モ
ニ
ア
」
水
溶
液
ヲ
ツ
ク
リ
ノ
、
コ
レ
ニ
「
ヲ
ラ
ニ
ン
」
ヲ
混
ジ
五
十
高
佑
ノ
稀
稗
液
ト
ナ
シ
色
調
ヲ
比
較
シ
タ

y

コ
ノ
範
園
内
エ
於
－
プ
A

「
ア
ン
モ
ユ
ア
」
ノ
濃
度
－
一
ヨ

Y
色
調
ノ
差
違
ア
認
メ
ズ
。

、

（

ロ

）

「
ヲ
－
プ
ニ
ン
」
標
準
液

「ヲ
ラ

ユ
ン
」
標
準
液
ト
シ
－
7

A

尿
内
ノ
「
ク
ラ
ユ
シ
L
ヲ
定
量
ス
U
F

際－一
A

十
高
倍
稀
稗
液
ヲ
用
ヒ
、
血
液
及
ピ
腹
腔
内
穆
出
物
ノ
場
合－－

A

百
高
倍
稀
理
液
ヲ
用
プ
。
郎
チ
先
グ
「
ウ
ノ弓ノ

ユ
ン

L
7
0克
ヲ
正
確
ニ
秤
量
シ
、
蒸
摺
水
一

O
O施
－
一
溶
解
シ
、
ヨ
レ
ヲ
所
要
ノ
濃
度

マ
デ
稀
蒋
用
「
ア
ン
モ
ニ
ア
」
水
－
て
ア
稀
稗
シ
標
準
液
ヲ
製
ス
。
稀
稗
用
「
ア
ン
モ
ユ
ア
」
水
ト
ジ
ア
A

一
%
「
ア
ン
モ
品
ア
L

水
一

O
蛇－－



蒸
潟
水
四
九

O
括
ヲ
加
ヘ
シ
モ
ノ
ヲ
用
ァ
。
「
ヲ
ラ
ニ
ン
し溶
液
A

反
射
光
線
卜
透
過
光
線
ト
ニ
ア
色
調
ヲ
異

－
一
ス
、
余
A

毎
常
黒
色
ナ
Y

紙
ノ
前
－
一
特
殊
ノ
試
験
管
－
一
入

ν
タ
U
F

試
験
被
ヲ
置
キ
、
北
方
ノ
窓
ヨ
リ
’入
日
ノ
来
y
自
然
光
線
ノ
反
射
－
一
ヨ

Y
色
調
ニ
4

プ
比
色
ス
。
試
験

管
A

其
内
容
一

O
或
A

二
O
括
－
一
ア
内
陸
ノ
直
径
及
ピ
高
サ
ヲ
等
シ
ク
ジ
、

了

O
耗
ヲ
十
個
或
A

五
個
－
一等
分
ジ
タ
M
F

毛
ノ
ナ

9
0

（

A

）
血
液
内
「
ヲ
ラ
ニ
ン
」
定
量
法

血
液
ヨ

9
血
清
司
ノ
分
離
シ
、
血
清

a
耗
ヲ

一
方
ノ
前
記
刻
度
附
試
験
管
－
一
入
レ
、
他
方
へ
百
高
倍
標
準
液
ヲ
入
レ
、
雨
者
ヲ
反
射
光
線
デ

比
色
シ
ッ
、
、
血
清
ヲ
入
レ
ジ
試
験
管
へ
前
記
稀
蒋
用
「
ア
ン
モ
ニ
ア
」
水
ヲ
・
加
へ
、
南
者
ノ
色
調
同

一
ト
ナ
P
ジ
時
ユ
血
清
ヲ
入
レ
シ

試
験
管
内
液
ノ
全
量
ガ
b
沌
ト
ス
レ
バ

建
都
明
言
「

3
hミ
離
河
H
O

さ
き
ヤ

ナ
Y
式
－
一
ヨ
リ
血
清
内
「
ヲ
ラ
ニ
ン
」
量
ヲ
求
ム
U
Y

ヲ
得
、
若
シ

モ
「
ク
－
フ
ニ
ン
」
量
微
量
ナ
レ
バ
血
清
固
有
ノ
黄
色
ノ
色
調

－一ヨ
η
ノ
ア
比

色
困
難
ト
ナ
Y
Q

コ
ノ
時
－
一
A

血
清
内
蛋
白
ヲ
究
－
一
過
プ
u
y

方
法
－
一
ヨ

y
除
去
ジ

－プ
後
比
色
ヲ
行
ア
ペ

シ
。血
清
A

十
倍
乃
至
二
十
倍
－
一

稀
樟
ス
レ
バ
無
色
ト
ナ
Y

毛
ノ
ナ
リ
y

。

〆’h、
ー
、M，〆

腹
腔
内
穆
出
物
－
一
合
マ

山戸
、
「
ク
ラ
ニ

ン
」
定
量
法

穆
出
物
ヲ
遠
心
沈
澱
シ

ア
透
明
ナ
Y
上
清
液
ヲ
得
シ
場
合
－
二
、
血
清
ト
同
様
エ

ジ
ア
定
量
ヲ
行
ァ
。血
色
素
ノ
鴬
メ
着
色
シ
ア
比
色
困

難
ト
ナ
レ
Y
場
合
－
一
A

、
蛋
白
質
ヲ
除
去
ジ
、
殆
ン
ド
透
明
ナ
Y
液
ヲ

ツ
ク

y
、
コ

v
－
一
合
？

y
、
「
内y
－フ

ユ
ン
」
ヲ
定
量
ス。

蛋
白
除
去
法
ノ
原
理
血
清
或
A

腹
腔
内
穆
出
物
ヲ
玉
乃
至
十
倍
三
柿
稗
シ
、
酷
酸
ヲ
加
ヘ
ア
弱
酸
性
ト
ナ
シ
、
飽
和
食
糧
水
ヲ
加
へ
－
プ

養
沸
シ
、
「
ア
ン
モ
ニ
ア
」
水
ヲ
加
ヘ
ア
「
ア
M
F

カ

y
」
性
ト
ナ
シ
．
コ
レ
ヲ
穂
遁
シ
其
ノ
鴻
液
内
ノ

「ク
ラ

ニ
ン
」
ヲ
定
量
ス
M
F

ユ
ア
9
り

コ
ノ
蛋
白
除
去
法
ヲ
行
ア
時
－
一
A

、
「
ク
ラ
ニ

ン」
A

多
少
吸
着
サ
Y

、
エ
ヨ

9
、全
量
ノ
五
%
’
内
外
ノ
消
失
ヲ
兎
y
、
コ
ト
能
A

ザ
Y
ノ

ミ
ナ
ラ
ズ
、
「
ヲ
ラ
ニ
ン
」
ヲ
反
射
光
線
一
一
ヨ

9
微
量
マ
デ
正
確

－一
定
量
ス

Y

コ
ト

モ
困
難
ナ
U
F

モ
ノ
ナ
リ
。故
－
二
，
ウ
ノ
ラ
ユ
ン
」
量
ノ
差
ノ

第
五
巻

「、
1* 

箸
』d

牛

国

二
二
五

（
第
戒
強

ムノ、

一、＿，



第
五
品
位

F『

原

著

牛

国

ニ
二
大

（
借
用
武
披

六
回
〉

大
ナ
U
F

時
－
一
ノ
ミ
意
義
ア

p
－
ア
少
量
ノ
差
／
如
寺
A

賞
験
誤
差
－
一
蹄
ス
ペ
キ
毛
ノ
ナ
9
0

蛋
白
除
去
法
ア
賓
施
ス
M
Y

－－
A

試
験
液
一
・

O
括
、
飽
和
食
臨
水
一
・

O
括
、
一
掃
酷
酸
0
・
一
括
、
蒸
溜
水

一
・
九
括
ヲ
加
へ
、
煮
沸
シ
、

液
ガ
透
明
ユ
ナ
ラ
ザ
町
戸
時
二
A

更
－
二
時
酸
ヲ
追
加
シ
、
煮
沸
ジ
、
冷
却
後
一

μ「
ア
ン
毛
ニ
ア
」
水
ヲ
加
ヘ
ア
「
ア
Y

カ
p
」
性
ト
ナ
シ
、
之

レ
ニ
蒸
潟
水
ヲ
加
ヘ
ア
会
最
ヲ
五
・

O
詫
ト
ナ
シ
ア
鴻
遁
シ
、
其
鴻
液
－
一
就
ア
定
量
ヲ
行
ァ
。
斯
如
ク
ス
レ
バ
一
旦
認
色
ジ
タ
y

「
ラ
フ

ニ
ン
」
A

「
ア
ン
モ
ニ
ア
」
－
一
ヨ
リ
再
ピ
現
色
ス
。
血
液
及
ピ
惨
出
物
内
ノ
「
ヲ
ラ
ニ
ン
」合
量
A

微
量
ノ
場
合
多
キ
ニ
ヨ

y
、
血
液
及
ピ
惨

出
物
ノ
全
部
－
一
蛋
白
除
去
法
ヲ
行
ヒ
得
タ
Y
結
果
ノ
ミ
ヲ
記
載
シ
ア
互
－
一
比
較
ス

Y

－
一
便
セ

p
。

（
ホ
）
尿
内
「
ヲ
ラ
ニ
ン
」
定
量
法

犬
ノ
尿
A

通
常
耐
m性
ナ
Y

－一ヨ

9
一
%
「
ア
ン
モ
ニ
ア
」
水
ヲ
加
へ
「
ア
Y
カ
リ
ノ
」
性
ト
ナ
シ
、
稀
理
用
「
ア
ン
モ
ニ
ア
」
水
ヲ
標
準
液
ト
同

ジ
色
調
ト
ナ
y

？
デ
加
ア
3

濃
度
ノ
計
算
A

血
清
ノ
場
合
－
一
準
ズ
。

（
へ
）
閉
塞
腸
管
内
容
内
「
タ
ヌ
ニ
シ
」
定
量
法

「
ヲ
ラ
ニ
ン
し
多
量
ノ
時
－
一
三
柿
樟
用
「
ア
ン
モ
ユ
ア
」
水
－
一
－
ア
稀
緯
ジ
、
遠
心
沈
澱
ジ
上
清
－
一
就
－
7
比
色
ヲ
行
プ
。
「
ヲ
ラ
ニ
ン
」
少
量
ナ

U
F

時
一
一
二
削
遮
ノ
蛋
白
除
去
法
ヲ
行
ヒ
、
浦
液
内
ノ
「
ク
ラ
ユ
ン
」
ア
定
量
ス
。

（ムハ）

試
験
材
料
採
取
時
間

（
イ
）
腸
管
単
純
閉
寒
症
－
一
於
ア
A

「
ヲ
ラ
ユ
ン
」
注
入
前
、
注
入
後
十
五
分
、
三
十
分
、
一
時
間
、
二
時
間
、
四
時
間
、
六
時
間
、
二
十
四

時
間
、
四
十
八
時
間
毎
ニ
股
静
脈
血
、
腹
腔
内
穆
出
物
及
ピ
尿
ヲ
採
取
ス
、
若
ジ
動
物
ガ
中
途
デ
死
己
ス
レ
バ
其
後
A

中
止
ス
、
但
シ
十

二
指
腸
軍
純
閉
本
ニ

ア
A

開
腹
シ
ア
四
時
間
後
－
一
惨
出
物
ヲ
採
取
ス
。

（
ロ
）
腸
管
雨
端
閉
塞
痕
一
一
一
於
－
プ
A

股
静
脈
血
及
ピ
尿
ヲ
注
入
前
、
注
入
後
十
五
分
、

三
十
分
、
一
時
間
、

二
時
間
、
三
時
間

ニ
採
取
シ
、

腹
腔
内
惨
出
物
及
ピ
腸
管
内
容
三
二
時
間
後
－
一
腹
腔
ヲ
開
キ
ア
之
レ
ヲ
採
取
シ
、
同
時
－
一
腸
間
膜
静
脈
血
ヲ
採
取
ス
。

第
二
節

賓

験

記

録



貧
験
第
－
十
二
指
腸
単
純
閉
聖
書
品
於
ケ
ル
貸
験

第
一
例
犬
第
五
十
磁
♀
七
・
一
一
位

十
二
指
腸
単
純
閉
塞
ヲ
設
ヶ
、
衣
＝
前
詑
ノ
方
法
－
一
一
徒
y
テ
「
ゴ
ム
」
嚢
ヲ
十
二
指
腸
－
一

縫
ヒ
着
ヶ
、
一
ガ
「
ウ
ラ
昌
ン
」
水
溶
液
三

O
姥
ヲ
十
二
指
腸
内
へ
法
入
ス
。

四
時
間
後
開
腹
λ

ル
ユ
腹
腔
内
昌
モ
「
イ
ム
」
嚢
内
＝
モ
穆
出
物
ハ
甚
ダ
・
少
量
＝
存
在
ス

ル
ノ
ミ
、
十
二
指
腸
ハ
取
締
シ
膨
減
セ
ズ
。
「
ゴ
ム
」
嚢
内
穆
尚
物
ハ
、
淡
紅
色
＝
テ
A
Y
シ

ク
潤
濁
ス
。

二
十
凶
時
間
後
貞
二
開
腹
λ

ル
ユ
「
ゴ
ム
」
嚢
内
昌
ハ
少
量
／
穆
肉
物
ア
リ
、
十
二
指
腸

／
膨
満
ナ
シ
。

四
十
八
時
間
後
－
－
ハ
動
物
ハ
甚
シ
ク
機
伴
シ
、
数
時
間
後
絡
命
ス
。
剖
見
ス

ル
品

十
二

指
腸
＝
ハ
暗
緑
色
ノ
酒
濁
液
少
量
＝
存
在
シ
、
粘
膜
ハ
腫
脹
ス
レ
ド
モ
充
血
セ
ズ
、

策
法

成
－
一
モ
異
常
ナ
シ
。
腹
腔
＝
ハ
殆
ン
ド
穆
尚
物
ナ
シ
。

「
ウ
ラ
昌

ン
」
定
量
ノ
結
果
ハ
第
一
表
一
二
記
載
セ
ル
ガ
知
シ
。

第
二
例
犬
第
五
・
ヤ
一
務
♀
八
・

O
庖

十
二
指
腸
単
純
閉
塞
7
設
ヶ
、
七
十
二
時
間
後
腹
腔
7
開
ク

一一
、
十
二
指
一
胸
ユ
ハ
鰹
皮

／
膨
満
ア
リ
。
「
ウ
ラ
ユ
ン
」
溶
液
／
注
入
及
ピ
「
プ
占
l

」
饗
ヲ
縫
ヒ
着
ケ
ル
コ
ト
第
一
例
／

知
シ
、
十
二
指
腸
ハ
泣
入
直
後
一
時
膨
満
ス
レ
ド
閲
モ
ナ
ク
胃
内
へ
逆
涜
ス
ル
属
片
メ
膨
満

減
少
ス
。

四
時
間
後
開
腹
ス
ル
品
十
二
指
腸
品
ハ
膨
満
ナ
夕
、
穆
出
物
ハ
腹
腔
及
ピ
「
プ
ム
」
嚢
内

昌
・
タ
量
宛
存
在
ス
ル
ノ
ミ
。
英
後
動
物
ハ
黄
緑
色
ノ
潤
濁
液
ヲ
曜
吐
シ
、
「
ウ
ラ
ユ
ン
」
注

入
後
七
時
間
ユ
テ
死
亡
ス
。
剖
見
ス
ル
＝
十
二
指
腸
内
孟
ハ
黄
線
色
泥
状
物
少
量
ア
リ
、

粘
膜
ハ
暗
紅
色
7
曇
シ
テ
充
血
シ
腫
脹
ス
司
紫
波
膜
ユ
ハ
異
常
ナ
シ
。
腹
腔
内
ユ
ハ
惨
出

物
殆
ン
ド
ナ
シ
。

「ウヲ品ン」定量／結果ρ第一表－一一万セルガ如シ。

第 一 例 第 一 例一
犬 番 銑 第.）0娩 第 51競

健 重3 性 7100！（♀ 8000'.!ii: ♀ 

1% cウ弓品；／＇溶
30 立E 30 括

液注入量

閉塞ヲツク Pシヨ
同 時 72時間

リ注入7 デノ時間

時間 股静脈血｜｜穆腹腔出物内｜｜ 尿 股静脈血｜警告患 ｜ 尿
血「
波市 注入前 無 無 無 無
、フ

腔腹一:.-' 
15分後 0.009,% 。003%痕跡 無

30分 0.01 υ.. ') 0.0025% 無

静物
1時間 0.012 1.2 0.007 無

2時間 0.015 1.4 0.005 県跡

及 4a寺間 0.01 0.005% 1.5 o.oo.-, 無 痕跡

ピ 6時間 0.005 0.9 0.005 無

尿内 24時間 無 0.18 

48時間 無

六時間／会尿量 45括 少量

六時間内＝於ケJレ
ι／ウ排ラ出ユ量ン1／尿へ 10.5% 微量＝テ定量不能

第

十
二
指
腸
単
純
閉
塞
一
一
於
ケ
ル
「
ウ
ラ
＝
ン
」
吸
収

表

第

一

例

第

二

例

ノ

「

ク

タ

ニ

シ

」

定

量

ノ

結

果

ヲ

見

Y
三

股

静

脈

血

ノ

「

ク

ラ

ニ

ン

」

濃

度

A

第

一

例

ニ

於

ア

A

第

二

例

ュ

比

ジ

早

ク

増

加

シ

且

大

ナ

9
0
第

一

例

ノ

腹

腔

内

惨

出

物

内

ノ

「

タ

フ

ニ
ン
」
A

同
時
－
刻
－
一
一
於
ケ

Y
股

静

脈

血

ヨ

p
毛

準

カ

ユ

少

量

ナ

p
、

第

二

例

ノ

穆

出

物

内

品

第
五
巻

F『
原

司量、＿，

牛

同

二
二
七

（
第
戒
鋭

六
五
）



第
五
谷

F『
原

著

牛

回

A

「
ヲ
ラ
ニ
ン
」
無
シ
。
尿
へ
ノ
排
出
量
モ
第
二
例
－
一
一
於
ア
A

甚

ダ

不

良

ナ

y
。

第

一

例

第

二

例
ζ

於

ケ
w
y
「
ク
ラ
ニ
ン
」
定
量
ノ
結
果
ヲ
見
M
Y

－
－
第

一
例
ノ
股
静
脈
血
－
二
多
量
ノ
「
ヲ
－
フ
ニ
ン
」
ア
合
有
ス
レ
ド
モ
第
二

例
二

A

少
量
ナ
リ
ノ
、
同
様
－
一
腹
腔
内
惨
出
物
内
ノ
「
ヲ
ラ
ニ
ン
」
ノ
濃

度

モ

第

一
例

－

二

第

二

例

ヨ

p
モ

多

シ

、

尿

へ

ノ

排

出

モ

第

二

例
A

第
一
例
－
一
比
ジ
甚
シ
ク
少
量
ナ
リ
ノ
。
同
一
時
刻
由
一
採
取
シ
タ

Y
腹
腔
内
穆
出
物
内
ノ
「
ク
ラ
ニ
ン
」
濃
度
ト
股
静
脈
血
内
ノ
「
ウ
二
プ
ニ
ン
」
濃
度
ト

ヲ
比
較
ス

Y

－
一
、
一
般
－
一

A

惨
出
物
内
ノ
「
ラ
－
フ
ニ
ン
」
濃
度
A

股
静
脈
血
－
一
於
ケ

Y
ヨ

y
毛
小
ナ

y
n但
シ

コ

レ

ニ

反

ス

Y
場

合

モ

亦

接

見

セ

貸
験
第
二
空
腸
翠
純
閉
塞
ユ
於
ケ
ル
貸
験

第
－
例
犬
信
用
凶
十
披
♀
八
・
七
延

空
腸
単
純
閉
塞
ヲ
設
ヶ
、
「
ウ
ラ
＝

y
」
溶
液
ヲ
切
断
端
ヨ
リ
空
腸
内
へ
＝
一

O
妬
注
入
ス
。

硝
子
管
ヲ
版
胞
へ
持
入
シ
、
コ
レ
ヨ
リ
腹
腔
内
惨
出
物
ヲ
採
取
λ

。

「
ウ
ラ
品
ン
」
注
入
後
第
三
日
ノ
早
朝
品
死
亡
セ
ル
ヲ
俊
見
ス
。
剖
見
ス
ル
＝
腹
腔
内
－
－

ハ
少
量
ノ
血
性
穆
出
物
ア
リ
、
閉
塞
臨
刷僧官
ハ
膨
滅
シ
、
内
容
ハ
級
回
一…
色
ノ
潤
濁
液
ナ
リ
、

衆
液
膜
品
ハ
只
極
度
／
充
血
ア
ル
ノ
ミ
、
然
シ
粘
膜
ハ
十
二
指
腸
ヨ
リ
空
腸
閉
世
帯
部
－
一
近

ヅ
ク－一

従
ヒ
金
々
著
明
＝
充
血
シ
テ
暗
紅
色
ト
ナ
ル
。

「
ウ
ラ
品

y
L
定
量
／
結
果
ハ
第
二
表

－二
小
セ
ル
ガ
知
シ
。

第
二
例
犬
第
附
十
二
時
抗
♀
九
・O
庖

空
麟
単
純
閉
塞
7
設
ケ
四
十
八
時
間
後
持
ピ
開
腹
ス
ル
－
ニ
腺
燦
内
昌
ハ
殆
ン
ド
穆
出
物

ナ
シ
。
空
腸
ハ
中
等
皮
z
膨
潟
ス
レ
ド
紫
波
股
一
一
ハ
軽
度
／
充
血
ア
ル
／
ミ
、
「
ウ
ラ
＝

ン
」
溶
液
7
一一一

O
沌
注
入
ス
、
問
時
間
後
絡
命
。
剖
見
λ

ル
＝
腹
腔
内
＝
ハ
・
少
量
ノ
血
性

品
種
出
物
ア
リ
、
空
腸
ハ
膨
満
シ
、
暗
北
川
線
色
泥
扶
液
－
一
テ
減
タ
サ
レ
、
時
端
液
膜
－
一

円
鰹
度

／
充
血
ア
リ
、
粘
膜
品
ハ
一
様
－
一
中
等
度
ノ
充
血
ア
H
。

「
ウ
ラ

一－
ン
」
定
盆
ノ
結
果
ハ
第
二
表
昌
一
京
セ
ル
ガ
知
シ
。

例第例寄Z第

二

表
~ 42競

♀ 9000叉

第 40！虎

♀ SiOO京

犬番競

穏重，性

関主主ヲツタリシヨ｜ 目 止

リ注入7 ヂノ時間 問 時

也竺｜股静脈血！雲間！
無 ｜ ｜無

9% I i o.2% 
0.065%1 8.0 

八

30 沌

（第
斌
競

六
六
）

尿

30 路11% L・ウ ラ ＝ン1溶
波注入量

血「
ウ
液ー
、フ 無

跡

跡

跡

跡

痕

0.005%1痕

痕0.012 

0.012 I痕

0.019 

0.023 

I o.側
(:3時間後）

0.017 

2.0 

0.04 

0.02 

0.003 

0.075 

0.045 

0.02 

0.01 

0.005 

注入前

1δ分後

30分

1時間

2時間

4時間

6時間

24時間

48時間

＝y
－濃
度

腹
腔
内
地
陸
自
物
及
ピ
尿
内

空
麟
単
純
閉
密
接
ユ
於
ケ
ル
「
ウ
ラ
－
－
ン
」
放
牧 0.5 

0.035 

0.002 

無

0.002 

無

約1.0銘（3時間ノ会尿量）

微量

31銘

26.6% 

六時間／会尿泣

l六時間内＝於ケル
しウラユン1ノ尿へ

4基虫主



第
一
例
第
二
制
ニ
於
ケ
M
F

「
ク
ラ
ニ
ン
」
定
量
ノ
結
果
ヲ
見
Y

－一、

股
静
脈
血
内
ノ
「
均
二
プ
ニ
ン
」
A

第
一
例
－
一
－
プ
A

早
ク
且

y
多
量
－
一
出

現
ス
レ
ド
、
第
二
例
ニ
於
ア
A

甚
シ
ク
遅
延
ジ
ア
出
現
シ
、
且
ヅ
其
量

毛
少
シ
。
腹
腔
内
陸
出
物
－
一
一
於
－
プ
モ
同
様
－
一
第
一
例
－
一
於
－
プ
A

多
量
－
一出
現
ス
殊
－
一
第
二
例
－
一
於
ア
股
静
脈
血
内
ニ
全
ク
出
現
セ
ザ
Y

－
一
モ
拘

ラ
ズ
腹
院
内
ノ
惨
出
物
内
ニ
其
存
在
ヲ
示
セ
Y

A

注
意
ス
ペ
キ
コ
ト
ナ

7
0
尿
内
へ
ノ
排
出
モ
第
二
例
A

第
一
例

一
一
比
シ
其
量
少
シ
、
第

一
例

－フ

Y

。

賓
験
第
三
廻
麟
単
純
閉
塞
ユ
於
ケ
ル
貸
験

第
一
例
犬
第
四
十
一
時
抗
♀
九
・
ニ
延

廻
腸
単
純
閉
塞
ヲ
設
ヶ
、
「
ウ
ラ
孟
ン
」
溶
液
三

O
括
ヲ
注
入
シ
、
同
時
＝
腹
腔
へ
遁
ズ

ル
硝
子
管
ヲ
腹
壁
ニ
回
定
締
入
シ
、
，
レ
ヨ

V
腹
腔
内
／
惨
出
物
ヲ
探
出
ス
。
「
ウ
ラ
＝
ン
」

注
入
後
第
況
日
目
ノ
早
朝
死
亡
セ
ル
ヲ
褒
見
ス
。
剖
見
ス
ル
＝

腹
胞
内
ユ
ハ
穆
出
物
殆
ン

ド
ナ
シ
、
小
腸
殊
工
木
棺
部
ハ
著
uv
ク
膨
満
シ
、
荒
日
禍
色
内
容－一

テ
充
満
ス
、
衆
液
膜
－
一

ハ
殆
ン
ド
充
血
ナ
キ
モ
粘
膜
ユ
ハ
閉
塞
部
＝
近
ヅ
タ
＝
従
ヒ
著
明
ユ
－
充
血
セ
ル
ヲ
認
ム
。

「
ウ
ラ
昌
ン
」
定
量
ノ
結
果
ヲ
第
三
表
＝
一
京
ス
。

第

ニ

例

犬

第

四

十

三

競

♀

九

・
ニ
廷

開
腹
ス
ル
ユ
他
ノ
正
常
犬
ヨ

H
モ
粉
多
量
ノ
淡
黄
色
透
明
／
穆
出
物
ア
リ
。
廻
腸
＝

単

純
閉
塞
ヲ
ツ
ク
9
四
十
八
時
間
後
再
開
腹
ス
ル
＝
第
一
回
手
術
／
時
ヨ
リ
ハ
精
多
最

＝
腹

腔
内
ユ

穆
出
物
ノ
存
在
ス
ル
ヲ
認
ム
。
小
腸
殊
一
一
一
組
麟
ハ
膨
満
シ

、
衆
液
膜
－
一
ハ
板
屋
／

充
血
ア
リ
、
「
ウ
ラ
＝
ン
」
溶
液
三

O
路
ヲ
廻
麟

＝
注
入
ス
。
二
十
六
時
間
後
＝
絶
命
ス

。

制
見
ス
ル
＝
腹
腔
エ
ハ
少
量
ノ
淡
紅
色
ノ
穆
出
物
ア
り
、
小
腸
ハ
著
v
ク
膨
満
シ
、
内
容

ハ
絡
黄
色
孟
シ
テ
酒
、濁
セ
リ
、
小
麟
／
崎
北
液
成
ρ

軽
度
z
充
血
シ
、
粘
膜
モ
亦
軽
度
＝
充

血
ス
。
「
ウ
ラ
品
ン
」
定
量
ノ
結
果
ハ
第
三
表

－
二
小
セ
ル
ガ
知
シ
。

崎
市
況
各

F、
原

著
‘d 

回

牛

第 一 制U 第 例

犬 番 披 第 41競 第 43強

憾 重， 性 9200］；＼♀ 9200叉♀

1液%注L入ウ量ラュン寸溶 泊施 30 沌

関家ヲツク リシヨ
同 E寺 48時間

リi:t入7 デノ時間

時間 般静岡鶴喜｜ 尿 股静脈血｜警官島｜尿
血「 一一一一
液；以前 無 無 無 無

腔腹一:.-
15分後 0.027% 0.000% 0.12% 無 0.002% 来跡

30分 0.10 O.o/ 1.3 無 0.002 0.1% 

内海皮 1時間 0.06 0.04 i 2.0 無 0.003 0.4 
穆出

2時間 0.02 0.02 2.5 無 0.003 0.4 
物
4時間 0.002 0.008 ' 2.5 0.002% 0.003 0.5 及

ヒ一・ 。時間 無 無 0.7 0.002 0.003 0.17 

尿内 24日寺問 無 無 不測 0.004 0.004 0.08 

48時間 無 無 0.055 

六時間ノ全尿量 54括 26銘

六時間内＝於ケノレ
Lウラニン勺／尿へ 18% 2.2% 
／；排出Ill:

第

三

奈

廻
脇
単
純
閉
塞
Z

於
ケ
ル
「
ウ
一ブ
ユ
ン
」
吸
収

ニ
二
九

（第
戒
披

六
七
〉



第
五
巻

F園、
原

著
』4

牛

岡

一
般
ニ
股
静
脈
血
内
ヨ

y
モ
少
量
ナ
レ
ド
、
第
四
時
間
目
ニ
A

却
ヅ
ア
多
量

－
一
存
在
ス
。

第
一
例
ノ
知
夕
空
勝
一一
於
テ
南
端
閉
曹
龍
一
筋
管
ヲ
ツ
ク

p
、
七
十
二
時
間
後
開
腹
ス
ル
ユ

－一一於
7
A
腹
腔
内
惨
出
物
内
ノ
「
ク
ラ
ニ
ン
」
合
量

A

貧
験
第
四
空
脂
肪
雨
端
閉
塞
品
於
ケ
ル
貸
験

第
－
例
犬
第
二
十
九
時
抗
♀
九
・
ニ
庖

空
賜
＝
於
テ
二

O
緩
ノ
長
サ
ノ
腸
管
ヲ
噴
置

ν
テ
雨
端
ヲ
閉
常
事
シ
、
麟
管
ノ
交
情
聴
ハ
吻

A
竺
一
ヨ
リ
正
常
品
復
セ
シ
メ
、
「
ウ
ラ
品

ン
」
喧
滋
二

O
路
ヲ
注
入
b
v

、
閉
塞
腸
管
ヲ
「
ゴ

占
」
嚢
内
へ
入
レ
テ
置
ク
。
三
時
間
後
開
腹
ス
ル
ヱ
腺
腔
内
－
－
ハ
少
量
ノ
、
「
ゴ
ム
t
嚢
内

ユ
ハ
ム
ハ
・

O
路
／
血
性
穆
出
物
ア

H
。
爾
端
閉
塞
腸
管
ハ
摂
皮
＝
膨
満
シ
衆
液
膜
ト
粘
膜
ト

＝
ハ
穂
皮
ノ
充
血
ア
リ
、
顔
管
内
ユ
ハ
泥
状
線
褐
色
／
内
容
ア
リ
、
ヨ
レ
ヲ
洗
ヒ
尚
シ
生

理
的
食
瞬
水
晶
溶
解
セ
シ
メ
テ
「
ウ
ラ
ュ

y
L最
ヲ
定
量
ス
。
吸
牧
サ
レ
・
シ
「
ウ
ラ
＝

ン
」
量

ヲ
一
%
溶
液
J
T
表
ハ
シ
、
之
レ
ヲ
注
入
シ
担
ル
「
由
リ
ラ
＝
ン
」
量
郎
チ
二

O
髭
デ
除
シ
タ
ル

モ
，
：
二

O
O
ヲ
乗
ジ
タ
ル
数
ヲ
以
テ
『
ウ
－
ヲ
＝
ン
L
ノ
吸
取
量
ト
ナ
ス。

三
時
間
後
開
腹
シ
9
ル
時
品
閉
塞
腸
管
ノ
腸
間
膜
静
脈
ヨ
リ
採
血
シ
、
「
ウ
ラ
ェ
ン
」
盆

ヲ
定
量
ス
。
採
胤
後
閉
塞
腸
管
ヲ
切
除
シ
腹
腔
ヲ
閉
鎖
U
J

置
キ
シ
＝
一
ヶ
月
後
モ
品
開
健
在

ナ
ロ
。
「
ウ
ラ
－
一
ン
」
定
量
ノ
結
果
ハ
第
悶
表
－
－
一
木
セ
ル
ガ
知
シ
。

第

二

例

犬

第

一一
－
十
三
時
蜘
♀
穴
・
九
斑

第
一
例
ノ
知
ク
一
一
空
筋
商
端
閉
築
ヲ

ツ
ク
リ
、
四
十
八
時
間
後
再
開
腹
ス
ル
＝
腹
腔
内

＝
ハ
少
量
ノ
血
性
淡
紅
色
／
穆
出
物
ア
リ
、
閉
塞
腸
管
ハ
中
等
皮
＝
膨
品
開
シ
、
内
容
ハ
黄

褐
色
ユ
シ
テ
謀
臭
ア
ル
舎
利
別
吠
ノ
モ
ノ
ナ
日
、
ヨ
レ
ヲ
排
出
向
シ
「
ウ
ラ
一
ご
J

」
溶
液
ニ

O

銘
ヲ
詮
入

z
。

業
後
一
一
一
時
間
ヲ
経
過
シ
テ
夏
三
腹
腔
ヲ
開
ク
て
腹
腔
内
＝
ハ
赤
色
血
性
／
惨
出
物
掛
相

場
最
セ
ル
ヲ
認
ム
。
「
f

ム
し
蛮
内
ユ
モ
問
機
ノ
穆
肉
物
少
量
品
存
在
ス
。
関
寒
腸
管
ハ
師
限

度
ニ
膨
満
シ
、
内
容
ハ
黄
褐
色
泥
叫
肌
品
シ
テ
、
衆
液
膜
及
ピ
粘
膜
－
一
ハ
程
度
ノ
充
血
ア
リ
。

開
袋
勝
・
管
切
除
後
肢
腔
ヲ
閉
鎖
シ
タ
ル
モ
二
日
後
腹
膜
炎
一＝
テ
死
亡
λ

。

「
ウ
ラ
＝
ン
」
定
量
ノ
佐
和
巣
ハ
第
四
表
孟
一
部
セ
ル
ガ
知
シ
。

第

三

例

犬

第

三

十

四

競

♀

七

・

O
延

二
三

O

（
第
京
競

六八）

第一例 第二例 第三例

犬 番 競 第29！皮 第33競 第34盟主

鰻 重， イ性 9200支♀ 6900;J¥ ♀ 7000友♀

注1ラ4入L量ウラ ユン、溶液 20 すE 20 路 20 )):€ 

注閉塞ヲツタ Pシヨ リ 同時 48時間 72時間
入マデノ時間

股静脈血｜ 股静脈血｜
騒

時 問 尿 尿 股静脈血l尿
、
注入前 無 無 無 無 無 無

尿内 15分後 0.02% 0.007~ 0.01% 0.1% 0.002% 0.055% 

ウ
301)- 0.035 0.2 O.Q15 0.46 0.005 0.4 

フ 1時間 0.02 2.0 0.012 1.5 0.0075 1.0 

2時間 0.005 2.0 0.01 2.0 0.005 1.0 
シ
L 3時間 0.0025 1.0 0.005 2.0 0.005 1.5 

韓露軍~－
0.0025% 0.018% 0.025% 

物内 0.03% 0.007% 0.0075% 
~ 

3時間後閉塞麟ユン管寸量内ニ浅
0.14蛇 1.9路 2.5路溶留液ス~レ換しウ算ラスュ〉 (1% 

島3時間内Lウラ＝ン1吸牧 99.3% 90.5% 87.5% 

第

四

表

空
勝
雨
端
閉
塞
－
ご
於
ケ
ル
「
ウ
ラ
品
ン
L
吸
牧



腹
腔
－
一
円
少
量
ノ
舗
内
紅
色
／
穆
出
物
ア
リ
。
閉
塞
勝
管
ハ
甚
シ
ク
膨
満
シ
、
内
容
ハ
裕
美

一

褐
色
／
酒
、
濁
液
－
一
テ
英
量
五

O
耗
ア
H
。
コ
レ
ヲ
排
出
シ
「
ウ
ラ
＝

ン
」
溶
液
二
O
採

7
治

一

入
ス
。
三
時
間
後
夏
－
一
開
腹
λ

ル
＝
腹
腔
一
二
赤
色
血
性
／
穆
出
物
少
量
存
在
ス
、
「
ゴ

一

ム
」
部
品
内
品
ハ
少
量
ノ
精
潤
濁
セ
ル
燈
黄
色
ノ
穆
出
物
ア

p
、
閉
塞
腸
管
ハ
巾
等
度
品
膨

一
満
シ
、
肺
水
液
膜
－
一
円
軽
度
／
充
血
ア
リ
、
粘
膜
ハ
資
格
色
－
ご
染
色
シ
、
充
血
／
宥
無
不
明
、

内
容
ハ
貧
褐
色
泥
吠
＝
シ
テ
英
量
一
二
・
五
叉
ナ
リ
。

閉
塞
腸
管
ヲ
切
除
シ
9
ル
モ
二
十
凶
時
間
以
内
＝
死
亡
ス
。

「
ウ
ラ
一
V
4

1

定
量
／
結
果
ハ
第
開
表
三
木
セ
ル
ガ
知
シ
。

第
一
例
乃
至
第
三
例
ノ
「
ヲ
ラ
ニ
ン
」
定
量
ノ
結
果
ヲ
見

Y
－
一
、
股
静
脈
血
内
「
ク
タ
ニ
シ
」
濃
度
A

第

一
例

」一
ア
A

最

毛

大

ニ
ジ
ア
第
二
例

之

V

ニ
衣
ギ
第
三
例
最
モ
小
ナ

y
。
尿
内
ノ
「
ク
ラ
ニ
ン
」
濃
度
モ
大
凡
同
様
ノ
航
態
－
一
ア
リ
。
然
シ
三
時
間
後
ノ
尿
及
ピ
股
静
脈
血
内
ノ
「
ク

ラ
ニ
ン
」
濃
度
A

第
一
例
ガ
却
ツ
ア
第
二
例
ヨ

y
モ
小
ナ
w
y
。
三
時
間
後
ノ
腸
間
膜
静
脈
血
内
ニ
於
ケ

Y
濃

度
A

第
三
例
－
一
最
モ
大

一一

シ

ア

第

一
例
A

最
モ
小
ナ
リ
。
コ
レ
ニ
反
シ
ア
三
時
間
後
ノ
腹
院
内
穆
出
物
内
ニ
月
第
一
例
－
一
最
モ
多
ク
、
第
二
例
第
三
例
－
一

A

少
シ
、
三
時
間
内
ニ

吸

牧

サ

レ

シ

全

量
A

第
一
例
最
モ
大
ニ
シ
－
プ
第
二
例
第
三
例
ノ
順
序
－
一
減
少
ス
。

資
験
第
五
廻
眠
問
調
端
閉
塞
Z

於
ケ
ル
賓
験

第
一
例
犬
第
三
十
時
蜘
♀
七
・
八
庖

廻
腸
－
二
陶
端
閉
塞
腸
管
ヲ
設
ヶ
、
「
ウ
ラ
－
一
ン
」
溶
液
二

O
姥
ヲ
注
入
シ
、
コ
レ
ヲ
「
ゴ

ム
」
副
邸
内
へ
入
レ
テ
腹
腔
へ
遺
納
ス
。
三
時
間
後
再
開
腹
ス
ル
二
院
腔
＝
ハ
・
少
量
ノ
血
性

穆
出
物
ア

p
、
「
プ
ム
」
嚢
内
＝
ハ
燈
黄
色
／
僅
カ
二
制
濁
セ
ル
穆
出
物
一
二
姥
ア
リ
。
閉

塞
蹴
控
目
品
川
膨
満
ナ
夕
、
内
容
ハ
賀
補
色
／
泥
状
物
ナ
リ
、
紫
波
膜
及
ピ
粘
膜
ニ
ハ
鞍
度

／
充
血
ア
P
、
ヨ
ノ
腸
管
ヲ
切
除
シ
9
ル
Z

動
物
ハ
永
ク
生
存
見
。

「
ウ
ラ
ニ

y
」
定
量
／
結
果
ハ
第
五
表
三
木
セ
ル
ガ
知
シ
。

第
二
例
犬
第
三
十
五
銃
♀
六
・
七
延

廻
臨
明
雨
端
閉
塞
ヲ
ツ
ク
ロ
、
七
十
二
時
間
後
開
腹
ス
ル
ヱ
腹
腔
一
一
ハ
少
量
ノ
血
性
穆
出

物
ア
リ
、
コ
レ
ヲ
採
取
シ
タ
ル
ユ
閉
・
O
路
ヲ
得
ル
ノ
ミ
。
閉
塞
腸
管
ハ
精
膨
満
シ
、
内
容

ハ
褐
黒
色
／
淘
濁
液
ナ
リ
、
衆
液
膜
－
一
ハ
軽
度
／
充
血
ア
ル
ノ
ミ
、
内
容
ヲ
排
出
シ
、
「
ウ

ラ
＝
ン
」
溶
液
二
O
路
ヲ
投
入
λ

。
三
時
間
後
夏
品
開
腹
ス
ル
ユ
阪
腔
－
一
ハ
少
量
ノ
血
栓

惨
尚
物
ア

p
、
「
ゴ
ム
L

嚢
内
＝
モ
少
量
／
暗
褐
色
ノ
穆
出
物
ア

p
、
其
量

了
五
施
ナ
り
＠

閉
塞
腸
管
ハ
中
等
度
－
一
膨
品
開
シ
、
内
容
ハ
賛
褐
色
ノ
濁
濁
液
ナ
リ
、
肺
水液
膜
ρ

帯
責
淡
紅

色
、
粘
膜
ハ
暗
紅
色
ユ
テ
充
血
著
明
ナ
リ
、
コ
ノ
腸
管
ヲ
切
除
シ
タ

ル
モ

二
日
後
腹
膜
炎

品
テ
死
亡
z
。

「
ウ
ラ
＝

y
」
定
量
ノ
結
果
ハ
第
況
表
＝

一京
セ
ル
ず
知
シ
。

第
一
例
第
二
例
ヲ
ラ
ニ
ン
定
量
ノ
結
果
ヲ
見
Y
－
一
、
股
静
脈
血
内
「
ヲ
ラ
ニ
ン
」
量
A

第

一
一仰－一－
7

A

第
一

一
例
ヨ

9
大

ナ

9
、
殊
－
一
第
二
例
－
一

－7
A

痕
跡
毛
認
メ
得
ズ
。
尿
へ
ノ
排
出
毛
亦
第
二
例
－
一

A

甚
ダ
少
シ
。
腸
内
容
ヲ
定
量
シ
ア
求
メ
シ
吸
牧
量
モ
第
二
例
－
一
一
於
ア
A

少
量

ナ

9
0

反
之
腹
腔
内
穆
山
内
物
内
ノ
「
ヲ
ラ
ニ
ン
」
量
A

第
二
例
ニ
多
ク
、
且
ッ
股
静
脈
血
内
ニ

A

「
ヲ
ラ
ニ
シ
」
ノ
存
在
ヲ
認
メ
d
y
w
y

毛
、
腸
間
膜
静
脈
血

内
ニ

A

惨
出
物
内
ヨ

y
モ
多
量
－
一
存
在
ス
、
第
一
例
－
一
一
於
－
ア
A

腸
間
膜
静
脈
血
内
－
二
穆
出
物
内
ヨ

9
モ
少
量
ノ
「
ク
ラ
ニ
ン
L
ヲ
合
有
ス
。

第
五
血
管

v園、
原

善
、－＇

国

牛

（
第
式
競

六
九
〉



第
五
港

著

回

F『

原

tド

第一例 第二例
ー
犬 務 競 第30盟主 第35競

惇． 重， ！性 7800］＼♀ 6700叉♀

1注%入L盆ウラ＝：.－－＇溶液 20 括 20 官E

注閉塞7ツ夕日シヨリ 同時 72時間
入 7 デノ時間

血液濃皮
時 間 股静脈血｜ 尿 股静脈血｜ 尿

注入前 無 無 無 無
尿 15分後 0.005%; 無 無 無
内-, 

30分 0.015 0.02:'.%; 無 痕跡ウ
ラ 1時間 0.015 0.2 無 無

一 2a寺問 0.020 0.5 無 無ン
L. <>a寺間 0.015 2.0 無 無

静吉耳脈商血蚕内L閉ウ蚕ラ蕗ニ膏Y扇1面3砲）皮最 0.015%; 0.05~ 

3 品時L明舟間ごラ弘頓陵z主腹~ρ腔実元j内温勝d度賞向物内 0.02%; 0.035%; 
／ 

3 内＝疫
溶留 量（1% 2.0括 14.35銘

3液時間内』ウフ＝ン1吸』政 。0% 28.2% 
皐

第

五

表

廻
附
胸
雨
端
閉
袋
ユ

於
ケ
ル
「
ウ
ラ
＝

γ
」
吸
牧

ヒ
ジ
場
合
ト
同
一
ナ

y
。

卵
白
溶
液

一一一一一一
（
第
威
就

七
O
〉

第

二

章

卵

白
Z
ヨ
ル
急
性
閉
審
腸
管
吸
牧
試
験

第

－

筒

賓

験

方

法

卵
白
ヲ
多
量
－
一
食
ス

Y
ト
人
種
ヲ
其
マ
、

通
過
シ
、
一

時
性
蛋
白
尿

ヲ
起
ス
コ
ト
ハ
古
来
伊
知
ノ
事
貫
ナ
リ
。
飯
田
房
衣
氏
ノ
賓
験
－
一
ヨ
レ

バ
卵
白
ヲ
腸
管
内
へ
注
入
ス
U
F

ト
血
清

－二
沈
降
反
感
－
一
ヨ

p
殆
ン
ド

卵
白
ヲ
読
明
セ
ズ
、
然
Y

－
一
胸
管
ヨ
η
ノ
集
メ
シ
淋
巴
ユ
A

注
入
後
三
十

分
乃
至
一
時
間
後
－
一
著
明
ニ
詩
明
セ
ラ
Y
。
叉
石
川
一

佐
久
氏

一一
ヨ
v

j

腸
管
内
へ
卵
白
ヲ
注
入
ス

Y
ト
腸
間
膜
静
脈
血
内
－
一
一
沈
降
反
雁
－
一
ヨ

リ
卵
白
ガ
読
明
セ
ラ

y
、
ト
イ
フ
。

余
A

急
性
腸
管
閉
塞
症
ノ
際
－
一
於
ケ
U
Y

腸
管
内
容
ノ
吸
牧
経
路
ヲ
探

究
ス

Y

－一
A

前
遁
ノ
如
ク
除
9
獲
化
セ
ズ
シ
ア
吸
牧
セ
ラ

y
、
卵
白
ガ

適
営
ナ
ラ
ン
ト
思
ヒ
、
腹
腔
内
惨
出
物
及
ピ
股
静
脈
血
へ
ノ
卵
白
移
行

ノ
有
無
ヲ
検
シ
タ

9
0

貫
験
動
物

（

一

）

手
術
準
備
及
ピ
操
作
A

前
述
ノ
「
ヲ
ラ
ニ
ン
」
ヲ
用

鶏
卵
ヨ

9
卵
白
ヲ
分
離
れ
V

、
0
・
八
五
%’滅
菌
食
瞳
水
ヲ
加
へ
五
倍
稀
蒋
液
ヲ
ツ
グ

y
、コ

V

ヲ
閉
塞
腸
管
内

へ
注
入
ス
。

勿
論
注
入
前
ニ
之
レ
ヲ
三
十
八
度
ニ
加
渦
シ
、
向
注
入
時
二
於
ケ
Y
注
意
モ
「
ク
ラ
ユ
ン
」
ノ
場
合
－
一
準
ズ。

叉
卵
白
ヲ
家
兎
ノ
静
脈
内
へ
注
入
シ
ア
免
疫
シ
、
コ
ノ
血
清
ト
一
高
倍
－
一
稀
蒋
ジ
タ
Y
卵
白
ト
ヲ
重
墨
ス
Y

モ
著
明
－
一
沈
降
反
臆
ヲ
呈
ス

y

－二主

y
ジ
時
ニ
血
清
ヲ
採
取
ジ
、
之
レ
ヲ
見
疫
血
清
ト
シ
使
用
ス
。

，－.、

一一、』，，，



試
験
材
料
タ
Y
血
液
及
ピ
腹
腔
内
穆
出
物
採
取
方
法
A

「
ヲ
ラ

ニ
ン
」
ノ
場
合
ニ
同
ヲ
。

沈
降
反
鷹
検
査
方
法

血
液
ヨ
リ
血
清
ヲ
分
離
シ
コ
ノ
血
清
ヲ
用
ァ
、
腹
腔
内
穆
出
物
ノ
検
査
一
一
A

コ
レ
ヲ
遠
心
沈
澱
シ
其
上
清
ヲ
用
フ
。

先
グ
極
小
試
験
管
（
陶
径
四
粍
高
サ
九
糎
）
十
数
本
－
一
稀
棒
セ
ザ
Y
家
兎
免
疫
血
清
約

0
・
一
括
グ
、
入
レ
、
次
－
一
血
清
若
ク
A

腹
腔
内
穆
出

物
ノ
原
液
或
A

十
倍
稀
蒋
液
ヲ
別
々
ニ
－
家
兎
兎
疫
血
清
一
一
混
和
セ
ザ
Y
様
－
一
重
昼
シ
、
室
温
－
二
時
間
放
置
シ
、
雨
液
接
鯛
面
－
一
白
濁
輪
著

明
ノ
毛
ノ
ヲ
（
＋
）
ト
ナ
シ
、
不
明
ノ
モ
ノ
ヲ
（
一
）
ト
ナ
ス
。
同
時
－
一
一
割
照
ト
シ
ア
兎
疫
血
清
ト
生
理
的
食
臨
水
ト
ヲ
重
盛
ジ
ア
偽
沈
降
反

感
ノ
有
無
ヲ
モ
検
シ
b
y
u
y
A

勿
論
ナ
リ
。

（
五
）
試
験
材
料
採
取
時
間

「
ク
ヰ
ノ
ニ
ン
」
ノ
場
合
－
一
同
ジ
。

〆’、一一一、圃〆
（四）

第
二
筒

賓

駿

ic 

録

貧
験
第
一
十
二
指
鱗
単
純
閉
繁

一一
於
ケ
ル
笈
験

第
一
例
犬
第
三
十
七
競

t
一
三
・
六
延

十
二
指
麟
単
純
閉
察
ヲ
ツ
ク
ヲ
、
制
門
輪
一
ア
細
キ
「
ゴ
ム
」
管

－
－
ヨ
ル
軽
度
／
狭
窄
7
設

ヶ
、
卵
白
溶
液
三

O
銘
ヲ
十
二
指
腸
内
へ
注
内
シ
、
右
側
季
肋
部
二
押
入
シ
タ
ル
硝
子
管
ヨ

リ
腹
腔
内
穆
出
物
7
採
取
λ

。
二
日
後
死
亡
ス
。
剖
見
ス
ル
Z

腹
腔
＝
ハ
・
少
量
／
紅
褐
色

血
性
／
穆
出
物
ア
リ
、
十
二
指
腸
ハ
著
シ
ク
膨
満
シ
、
衆
液
膜
－
一
程
度
ノ
充
血
ア
リ
、
粘

膜
ハ
腫
脹
ス
レ
ド
充
血
ナ
シ
、
内
容
ハ
一
六
五
路
ア
リ
テ
貧
褐
品
目
潤
濁
液
ナ
リ
。

洗
降
反
際
試
験
／
結
果
ハ
第
六
表
z

一所
セ
ル
ガ
如
シ
。

第
二
例
犬
第
四
十
六
波

T

一
六
・

O
庖

第
一
例
ノ
知
ク
十
二
指
腸
単
純
閉
塞
ヲ
設
置
シ
タ
ル
て
其
後
元
気
表
へ
唯
水
ヲ
欽
ム

ノ
ミ
。
七
十
二
時
間
後
再
開
腹
シ
タ
ル
ニ
腹
腔
ユ
ハ
惨
出
物
ナ
夕
、
十
二
指
腸
ハ
膨
満
セ

ズ
、
衆
液
膜
＝
ハ
中
等
度
／
充
血
ヲ
認
ム
。
幽
門
輸
－
一
細
キ
「
プ
ム
」
管
ユ
ヨ
ル
軽
度
／
狭

第
五
巻

r『
原

問

著】

牛

第 一例 第 二例

犬 番 競 第37披 第46競

穂 重，性 13,600瓦 t 16,000瓦 t

注5入倍量稀蒋卵白 30 姥 30 姥

閉塞注ヲツク りシヨ 同時 72時間
リ 入マヂノ時間

時
股静脈血Ii穆腹腔出物内 般静脈血｜雲宮島
間

血
原料情｜原液／10倍原料10倍｜原料10倍

滋
注入前、

童書

． 〆－、

30分後 ＋ 認
1時間 ＋ 

不
足、

47-o 2時間 ＋ 
検

／ 
査

、沈降 4時間 一 「

不 一

膝反
6時間 一 ム、H、、b_, 也

24時間

40時間

第

六

表

十
二
指
腸
単
純
閉
塞
＝
於
ケ
ル
卵
白
吸
牧

一一一一
一一
（
第
筑
波

七
一
）



第
五
答

~‘ 原

関

司E
』d

牛

窄
ヲ
設
ケ
十
二
指
腸
へ
卵
白
溶
液
三

O
絡
ヲ
注
入
λ

。
注
入
後
第
－一
日
／
早
朝
＝
死
亡
セ

一

ル
ヲ
後
九
見
。
剖
凡
ス
ル
＝
腹
腔
＝
ハ
穆
尚
物
ナ
シ
、
十
二
指
腸
ハ
膨
満
シ
テ
暗
黄
褐
色
一

潤
濁
液
晶
テ
満
担
サ
レ
、
其
量
ハ
ニ

O
姥
ナ
リ
、
衆
液
膜
－
一

ハ
殆

y
v拙
密
化
ナ
ク
叉
充
血
一

二一一一凶

（
第
戒
競

七
二
〉

モ
認
メ
ズ
、
粘
膜
Z

ハ
軽
度
ノ
充
血
ア

p
。

沈
降
反
際
試
験
／
結
果
ハ
第
六
表
－
一
一
ホ
セ
ル
ガ
知
hv
。

第

一

例

第

二

例

沈

降

反

臆

試

験

ノ

結

果

ヲ

見

Y
ニ
、

何

レ

ニ

モ

股

静

脈

血

内

－

二

卵

白

ヲ

読

明

セ

ズ

後

三

十

分

乃

至

二

時

間

ノ

間

二

微

量

ニ

卵

白

ヲ

憲

明

ス

。

第

一

例

ノ

腹

腔

内

法

出

物

－

二

注

入

貧験第二世エ麟単純閉塞ニ於ケル賞験

第一例犬第三十九時伽t五・凶庖
空鱗単純閉塞ヲ設ヶ、卵白溶液一五O路ヲ閉塞端ヨリ空腸内へ注入ス。勝

篇ノ右方－で硝子管ヲ挿入シ、ヨレヨP腹腔内穆出物ヲ採取ス。卵白注入後二

十時間ヨリ元気衰へ二十四時間後絶命ス。剖見スル－一腹腔＝ρ中等量ノ淡紅

色潤濁セル穆出物アリ、空麟ハ酬明度－一膨満シ、内容ハ暗紅色泥状、時前液膜及

ピ粘膜＝ハ軽度ノ充血アリ、十二指腸－一モ大凡空麟ト同一ノ組理化アリ。

沈降反感試験ノ結果ハ第七表二小セルガ知シ。

第二例犬第悶十五競t一0・八庖
第一例ノ知ク空際単純閉塞ヲ設夕、手術後第一日及ピ第二日＝ハ水ヲ飲ミ

飯モ食ス。七十二時間後一舟ピ開腹スルユ腹腔－一ハ穆出物ナシ、空腸ハ著シク

膨満シ紫液膜ハ暗紅色ヲ皐ス。卵白溶液一五O括ヲ空腸内へ注入ス。英後淡

褐色ノ波プ鴨吐シ、衰弱加ハリ、卵白注入後八時間－－テ絡命λ。剖見スル孟

腹腔一一ハ穆出物ナシ、十二指腸及ピ空腹ハ中等度－－膨潟uv英内容ハ賛褐色調

濁液ナny、十二指腸ノ粘膜及ビ衆液膜＝ハ殆ンド端境化ナシ、空腹／衆被膜ハ

充血シテ少シク暗紅色ヲ曇シ、粘膜ハ閉袋一部－一近ヅク－－従ヒ充血漸次英シク

ナHテ暗紅色乃至赤黒色ヲ与ス。

沈降反際試験ノ結果ρ第七表昌一ポセルが知シ。

第一例 第 一 例一

犬 番 第39競 第45競

櫨 重，性 5,400叉 t 10,800叉 t

5倍稀量樗卵白 150括 150姥
注入

閉塞ヲツケリシヨ 同時 72時間
H注入7 デノ時間

股静脈血｜器高｜協股静脈血｜同離1島0倍時 間

原液｜ω伽血
液、

膜腹
注入前

f材料「

穆内肉
30分後

1時間 ＋ 
不
足

物 、
ノ 2時間 ＋ 一 検
沈 査

H反F平~ 
4時間 ＋ 不

6時間
能

24日寺関

第

七

表

空
麟
単
純
閉
塞
－
一
於
勺

ル
卵
白
吸
収

第

一

例

第

二

例

沈

降

反

慮

試

験

ノ

結

果

ヲ

見

Y
－
一
、
何
レ
ノ
場
合
ニ
モ
股
静
脈
血
－
－

A

卵

白

ヲ

詩

明

セ

ズ

。

第

一
例
ノ
腹
腔
内
惨
出
物
－
一
於



4

ア
注
入
後
一
時
間
乃
雫
四
時
間
ノ
モ
ノ
ユ
微
量
ノ
卵
白
ヲ
説
明
ス
。

資
験
第
一
－
一
廻
脂
肪
単
純
閉
塞
ユ
於
ケ

ル
貧
験

第
－
例
犬
第
三
十
八
時
蜘

T

六
・
六
庖

廻
勝
単
純
閉
塞
十
ヲ
設
置
シ
、
卵
白
溶
液
一
五

O
括
ヲ
廻
麟
－
－
注
入
ス
。
腹
腔
内
穆
出
物

ハ臨刷
寓
ノ
右
方

－
一
挿
入
シ
タ
ル
硝
子
管
ヨ
リ
採
取
見
。
卵
白
注
入
後
二
十
四
時
間
以
内
品

死
亡
u

剖
見
ス
ル
三
腹
腔
＝

ρ

・少
量
淡
紅
色
ノ
穆
出
物
ア
リ
、
小
腸

ハ
空
虚
－
一
テ
殆
ン
ド

膨
満
セ
ズ
、
廻
麟
／
衆
液
膜
及
ピ
粘
膜
＝
ハ

軽
度
ノ
充
血
ア
リ
、

其
内
容
ハ
暗
褐
色
－
－
テ

少
量
ナ
ザ
。

沈
降
反
際
試
験
ノ
結
果
ハ
第
八
表
昌
一
ポ
セ
ル
ガ
知
シ
。

第
＝
例
犬
第
四
十
七
時
制

T

一
四
・
五
延

廻
柑
駒
鼠
純
閉
塞
ヲ
設
ケ
タ
ル
品
其
後
元
気
ヨ
シ
。
七
十
二
時
間
後
再
開
腹
ス
ル
一
一
廻
腸

ハ
著
シ
ク
膨
満
ス
ル
モ
十
二
指
腸
－
一
近
ヅ
ク
＝
従
ヒ
其
度
漸
吹
減
少
ス
。
卵
白
溶
液
一

五

O
括
ヲ
廻
附
間
内
へ

注
入
λ

。
卵
白
注
入
後
五
時
間
ヨ
ワ
元
気
笈

へ、
六
時
間
後
一
ニ
抑J
命
ス
。

剖
見
ス
ル
品
腹
腔
二
疹
出
物
ナ
シ
、
廻
麟
及
ピ
空
腸
ハ
著
シ
ク
膨
満
シ
其
内
容
ハ
暗
褐
色

調
、
樹
液
ナ
リ
、
十
二
指
腸
ハ
軽
度
z
膨
満
ス
ル
ノ
ミ
－
一
テ
英
粘
膜
及
ピ
銀
波
膜
一
一
ハ
殆
γ

ド
強
化
ナ
キ
モ
、
空
臨
胴
ヨ
リ
廻
脂
肪
＝
至
ル
ニ
従
ヒ
充
血
／
程
度
漸
次
増
加
と
ア
暗
紅
色
ト

ナ
ル
。

沈降反際試験ノ結果ハ第八表三小セルガ知シ。

第一例 第 二勿j

犬 番 E民 ~38~虎 第47披

穏 重， 性 6,600荒 T 14,500}¥ t 

5傍稀量緯卵白 150路 150路
注入

閉塞ヲツ クリ シヨ
同時 72時間

り注入7 デノ時間

日寺 間
股静脈血l｜即i参出室物内 股静脈血｜襲宮島

血 原液｜叫蹴J10倍原判明｜蹴J10倍液、

腔腹内
注入前

BO分後 語
量尚豊
1吟ー間 ＋ 

不
足

物 、
／ 2時間 検 一

沈民際降
4時間

査
不

6時間 能、J

24日寺間

第

八

表

廻
麟
単
純
閉
塞
＝
於
ケ
ル
卵
白
吸
牧

第
一
例
第
二
例
沈
降
反
膝
試
験
ノ
結
果
ヲ
見
Y

ニ
、
第
一
例
腹
腔
内
惨
出
物
ヲ
一
時
間
後
－
一
採
取
シ
タ
モ

ノ

、
ミ
ニ
卵
白
ヲ
読
明
シ
、
業
他

ノ
場
合
－
一
A

陰
性
ナ

y
。

資
験
第
四
空
腹
雨
端
閉
率
二
於
ケ
ル
資
験

第
－
例
犬
第
三
十
六
強
♀
六
・
五
延

二
O
複
ノ
長
サ
ノ
空
麟
ノ
雨
端
ヲ
閉
塞
シ
、
卵
白
溶
液
三
O
姥
ヲ
腸
管
内
へ
注
入
シ
、

腸
管
ヲ
「
イ
ム
」
嚢
内
へ
入
ル
。

第
五
容

F「
原

著、.... 

牛

同

三
時
間
後
開
腹
λ

ル
＝
腹
腔
昌
ハ
淡
紅
色
／
穆
偽
物
中
等
量
昌
存
在
ス
、
「
プ
ム
」
嚢
内

一
一
ハ
同
様
／
穆
尚
物
五
銘
ア
リ
、
閉
塞
脇
陣
同
一
三

膨
滅
ナ
夕
、
其
内
容
ハ
暗
紅
褐
色
舎
利

別
吠
－
一
テ
其
量
ニ
・
五
瓦
ナ
リ
、
持
地
液
膜
及
ピ
粘
膜
＝
ハ
鰻
皮
／
充
血
ア
リ
。

闘
腸
管
ヲ
切
除
シ

タ
ル
ユ

動
物
ハ
長
ク
生
存
ス。

二
三
五

（
第
威
鋭

七
三
）



第
五
血
管

F「

原

著...... 

牛

国

沈
降
反
感
試
験
／
結
果
ヲ
第
九
表
－
ご
ホ
ス
。

第
二
例
犬
第
四
十
八
鋭

t
八・

O
庖

第
一
例
／
知
ク
－
一
一
一

O
糎
ノ
長
サ
ノ
空
腹
／
雨
端
ヲ
閉
塞
シ
、
七
十
二
時
間
後
開
腹
ス

ル
＝
腹
腔
内
Z

ハ
穆
出
物
ナ
シ
、
問
答
腸
管
ハ
中
等
皮
－
－
膨
減
シ
、
赤
黒
色
泥
吠
ノ
内
容

ア
p
、
衆
液
膜
一
一
ρ

限
度
ノ
充
血
ア
リ
、
勝
管
内
へ
卵
白
浴
液
ニ
O
括
ヲ
注
入
シ
、
－
之
－
M

7
「
ゴ
ム
」
嚢
内
へ
入
ル
。
＝
一
時
間
後
再
開
腹
λ

ル
ヱ
腹
腔
＝
ρ

・
少
量
ノ
淡
紅
色
ノ
穆
出
物

ア
p
、
「
ゴ
ム
」
褒
内
－
一

ρ
同
様
ノ
湧
出
物
九
・

O
髭
ア
リ
。
閉
塞
腸
管
ハ
中
等
皮
＝
膨
満

uv

、
赤
黒
色
泥
紋
／
液
一
問
・
五
京
ヲ
含
有
ス
、
暗
部
液
膜
及
ピ
粘
膜
＝
ハ
経
皮
ノ
充
血
ア

リ
。
腸
管
ヲ
切
除
シ
タ
ル
ュ
動
物
ハ

一
ヶ
月
後
モ
健
在
。

沈
降
反
感
試
験
／
結
果
7
第
九
表
－
二
万
ス
。

第

一

例

及

ピ

第

二

例

沈

降

反

膳

試

験

ノ

結

果

ヲ

見

Y
－
一
、
第
一
例

及
ピ
第
二
例
ノ
三
時
間
後
－
一
採
取
シ
タ

Y
腹
腔
内
穆
出
物
－
一
ハ
卵
白

ヲ

諦

明

シ

タ

Y
モ
血
液
－
一

A

陰
性
ナ
η
ノ。

貸
験
第
五
廻
麟
雨
端
閉
業
＝
於
ケ
ル
貸
験

第
－
例
犬
第
四
十
凶
波

t
一
0
・
＝
一泡

二
O
線
J

長
サ
ノ
廻
腸
ノ
爾
端
ヲ
閉
塞
シ
、
卵
白
溶
液
二

O
蛇
ヲ
注
入
シ
、
ヨ
ノ
勝
管

7

「
プ
ム
」
帯
構
内
へ
入
ル
。
三
時
間
後
開
腹
λ

ル
＝
腹
腔
内
＝
ハ
中
等
量
ノ
淡
紅
色
ノ
惨

出
物
ア
リ
、
「
ゴ
ム
」
高
島
内
＝
ハ
同
様
／
穆
出
物
五
郎
ア
リ
、
閉
家
筋
管
ハ
膨
浦
セ
ズ
シ
テ

空
虚
ナ
リ
、
其
紫
波
膜
－
一
ハ
軽
度
ノ
充
血
ア
リ
、
粘
膜
品
ハ
中
等
皮
ノ
充
血
ア
リ
、
内
容

ハ
暗
赤
色
泥
状
－
一
シ
テ
其
量
甚
ダ
A
Y
ク
慶
尚
昆
ル
モ
流
出
セ
ズ
。
閉
塞
腸
管
ア
切
除
シ
9

ル
＝
一
ヶ
月
後
モ
健
在
。

沈
降
反
感
試
験
ノ
結
果
ヲ
第
十
表
－
一

一市
ス
。

第

一

例

第

二

例

沈

降

反

膳

試

験

ノ

結

果

ヲ

見

Y
－一、

一一
一一二ハ

（
第
京
競

七
四
）

空腸雨端閉塞＝於ケル卵白吸』枚

第一切j ~ 二例

犬 番 競 第36銭 第48盟主

惚 重，性 6,500叉♀ 8,000瓦 t

ろ倍手；盛話線卵白 20 泥 20 :t6 
注入

閉塞ヲツクリシヨ
問時 72時間

り注入マデノ時間

血
時 問
岬脈血｜離島t叫覇立液
原液＼1叫原料1.0倍液｜州原料時

腔腹
注入前内

穆肉 so分後 一
物
1時間ノ

沈降 2時間

反
3時間 一 ＋ ＋ 

際

第九表
第
二
例
犬
第
四
十
九
銃

t
五
・
八
庖

第
一
例
ノ
如
タ
廻
麟
ノ
雨
端
ヲ
閉
塞
シ
、
七
十
二
時
間
後
再
開
腹
ス
ル
Z

腹
腔
－一
ハ
少

量
ノ
淡
紅
色
／
穆
出
物
ア

p
、
閉
塞
腸
管
ハ
中
等
度

ユ
膨
滅
λ

、
其
紫
波
膝
＝
ρ

中
等
皮

／
充
血
ア
リ
、
卵
白
溶
液
二
O
泥
ヲ
法
人
ス
。
三
時
間
後
開
腹
λ

ル
三
腹
腔

－一
ハ
少
量
／

血
性
穆
出
物
ア
ロ
、
「
ゴ
ム
L

嚢
内
ユ
モ
同
様
ノ
穆
出
物
三
・

O
施
ア
リ
、
閉
塞
腸
管
ρ

中
等

度
＝
膨
滅
シ
内
容
ハ
暗
禍
色
泥
吠
／
液
五

O
路
、
紫
波
膜
ハ
暗
紅
色
、
粘
膜
ハ
腫
脹
シ
テ

赤
黒
色
、
腸
管
ヲ
切
除
シ
置
キ
9

ル
＝
動
物
ハ

一
ヶ
月
後
モ
健
在
。

沈
降
反
際
試
験
ノ
結
果
ヲ
第
十
表
＝
一
ホ
ス
。

何
レ
ノ
場
合
－
一
号
卵
白
ヲ
詩
明
セ
ズ
。



所
見
概
括
及
ピ
考
察

急
性
腸
管
単
純
閉
塞
症
ノ
際
ユ
一
於
ア
「
ク
ラ
ニ
ン
」
ガ
六
時
間
内

－
一
尿
へ
排
出
セ
ラ

y
、
量
A

閉
寒
設
置
ト
同
時
－
一
注
入
シ
タ
Y
場
合

Z

A

空
腸
－
一
－
プ
A

二
六
・
六
%
、
廻
腸
－
一
ア
ハ
一
八
%’
、
十
二
指
腸
－
一

－7
A

一
0
・五
%
ナ

9
0
コ
レ
ア
換
言
ス

レ
バ
空
勝
閉
塞
ノ
際

－
一
於
ケ

y
腸
管
ノ
吸
牧
A

最
モ
佳
良
－
一
ジ
ア
、
廻
腸
コ
レ

z
・
究
ギ
、
十
二
指

腸
A

最
毛
不
良
ト
イ
フ
コ
ト
－
一
ナ

y
。
又
十
二
指
腸
開
業
後
七
十
二

時
間
ヲ
鰹
ア
「
ヲ
ラ

ニ
ン
」
ヲ
注
入
シ
h
p
y
場
合
及
ピ
空
腸
若
ク
A

廻

腸
閉
塞
後
四
十
八
時
間
ヲ
経
－
ア
注
入
シ
タ
Y
場
合
－
一
於
ケ
Y

「
ヲ
ラ

エ
ン
」
ノ
排
出
量
A

閉
塞
ト
同
時
－
一
注
入
ジ
タ
Y
場
合
一
一
比
ジ
著
シ

ク
不
良
ト
ナ

Y
。
（
第
一
表
乃
至
第
三
表
参
照
）

（
二
）
急
性
腸
管
輩
純
閉
塞
痕
－
一
一
於
ケ
Y
股
静
脈
血
内
「
き
プ
ニ

ン
し
量

A

閉
塞
ト
同
時
三
ー
ヲ
ラ
ニ
ン
」
ヲ
注
入
シ

タ
Y
場
合
－
一
A

急
激
－
一
一
増
加
シ
且
ッ
迅
速
－
一
減
少
ス
。
四
十
八
時
間
或
A

七
十
二
時
間
経
過
シ
ア

後
注
入
シ
タ
Y
場
合
－
一
A

徐
々
ニ
増
加
シ
、
然
モ
最
高
濃
度
A

小
－
一
ア
長
グ
血
中
－
一
停
滞
ス
。
（
第
一
表
乃
至
第
三
表
彦
一
照
）

（
三
）
急
性
腸
管
単
純
閉
塞
症
ノ
際
エ
一
於
ケ
Y
腹
腔
内
湾
出
物
内
ノ
「
ク
ラ
一
一
ン
」
濃
度
毛
閉
塞
ト
同
時
三
在
入
ジ
タ
Y
場
合
－
一
A

股
静
脈
血

ト
同
様
－
一
急
激
－
一
一
増
加
シ
ア
迅
速
－
一
減
少
ス
、
向
其
合
量
A

股
静
脈
血
－
一
於
ケ

Y

ヨ
y
モ
概
シ
ア
少
シ
。
七
十
二
時
間
或
A

四
十
八
時
間
後

注
入
シ
タ
Y
場
合
－
一
A

徐
々
ニ
一
増
加
し
γ

、
長
ク
持
績
シ
、
且
ッ
葉
濃
度
モ
亦
小
ナ

y
、
而
シ
ア
業
合
量
A

蹴
シ
－プ
股
静
脈
血
内
「ウ
ノ
ク
ニ
ン
」
濃

度
二
比
ジ
ア
少
キ
モ
、
時
ト
シ
，
プ
A

第
三
表
第
二
例
ュ
見
Y

ガ
如
ク
却
ツ
ア
濃
度
大
ナ
w
y

コ
ト
ア
司
ノ
、
コ
レ
多
分
コ
ノ
時
期

－一於
－ア
A

股
静

脈
血
内
ヨ

9
モ
腸
間
膜
静
脈
血
内
－
一
多
量
ノ
「ヲ
ラ
ユ
ン
L
d
N

合
有
ナ
y
、
ニ
ヨ
U
F

ナ
Y
Jベ
シ
。
（
第
一
表
乃
至
第
三
表
委
照
）

廻賜爾端閉空審＝於ケJレ卵白吸l孜

第一例 第二伊j

犬 番 競 第44銭 第49波

穏 重，性 10,:wo瓦 t 5,800瓦 t

51者稀樗卵白 20 施 20 銘
法入量

閉塞法入ヲツクリシヨ 同時 72時間リ マヂノ時間

!flt 
時閉「！獣車内脈血｜蹴液

腔腹

民11吋1原液1：当原判！明｜原液｜｜10倍
内 … －1-1 i向参 30分後一一 一 一
物
1時間一一 一一ノ

沈
降 2時間

感反 3時間

第十表

第
五
巻

，..‘ 
原

著、.... 

牛

国

第
三
章

〆ー、

） 

七

（
第
京
競

七
五）



第
五
答

F『

房、

著
....... 

牛

回

二
三
八

（
第
筑
波

七
六
）

（四）

腸
管
輩
純
閉
寒
後
七
十
二
時
間
或
A

四
十
八
時
間
ヲ
経
過
ス

Y
ト
前
述
ノ
如
グ
腸
管
f

吸
牧
機
能
A

著
シ
ク
減
退
ス

Y
ガ
、
腸
管
自
身

ニ
於
ヶ
Y
鍵
化
ア
検
ス

Y

－
一
、
十
二
指
腸
軍
純
開
業
一
ノ
七
十
二
時
間
後
ノ
十
二
指
勝
－
二
軽
度
ノ
膨
満
ア
Y

ノ
ミ
ニ
シ
ァ
、
空
腸
軍
純
閉
塞

ノ
四
十
八
時
間
後
ノ
宰
腸
A

中
等
度
－
一
膨
漏
ジ
且
ッ
燕
液
膜
－
一
照
度
ノ
充
血
ア

9
0
又
廻
腸
軍
純
閉
塞
ノ
四
十
八
時
間
後
ノ
廻
腸
丹
膨
満
シ

竣
液
膜
－
二
糖
度
ノ
充
血
ア
U
F

ノ
ミ
ナ

y
内卸
チ
何
レ
ノ
場
合
－
一
一
於
－
ア
モ
甚
ジ
キ
血
行
障
害
ヲ
肉
眼
的
－
一
認
メ
得
ザ
Y

－
一
モ
拘
－
Y
ズ
吸
牧
機

能
A

著
ジ
ク
障
害
＋
ノ
Y

、
モ
ノ
ナ

9
0

（
玉
）
昼
腸
ノ
南
端
ヲ
閉
塞
シ
タ
Y
場
合
ノ
股
静
脈
血
及
ピ
尿
内
ノ
「
タ
フ

ニ
シ
」
柚
何
度
ノ
盤
化
A

閉
塞
ト
同
時
－
一
注
入
シ
タ
Y

毛
ノ
A

最
毛

念
激
－
一
一
増
加
ジ
最
モ
高
キ
濃
度
－
一
達
シ
、
後
迅
速
－
ニ
脚
同
一少
ス
。
反
之
七
十
二
時
間
後
注
入
シ
タ
Y

モ
f

A

徐
々
三
増
加
ジ
、
鈴

y
高
キ
濃
度

ト
ナ
ラ
ズ
シ
ア
長
時
間
停
滞
ス
。
コ
ノ
聞
係
A

廻
腸
南
端
閉
塞
ノ
場
合
－
一
於
ア
モ
同
様
ナ
リ
、
倒
ジ
第
二
例
－
一
－
7

A

股
静
脈
血
及
ピ
尿
内
－
－

A

殆
ン
ド
「
ク
ラ
ニ
ン
」
ノ
存
在
ヲ
認
メ
ザ
リ
キ
。
（
第
四
表
第
五
表
塞
照
）

（ムハ）

空
腸
及
ピ
廻
腸
ノ
南
端
閉
塞
症
－
一
一
ヶ
Y
腸
管
ノ
「
ク
ラ
ユ
シ
」
吸
牧
量
A

何
レ
ノ
場
合
－
一
モ
閉
塞
造
設
後
注
入
マ
デ
ノ
時
間
ノ
長
キ

モ
ノ
程
少
ク
ナ
Y
。
（
第
四
表
第
五
表
委
照
）

（
七
）
腸
間
膜
静
脈
血
内
ノ
「
ヲ
ラ
ニ
ン
」
量
A

定
腸
及
ピ
廻
腸
ノ
嗣
端
閉
寒
－ヲ
設
ケ
Y
ト
同
時
三
ー
ク
ラ

一一
ン
」
ヲ
注
入
ジ
タ

Y
場
合
－
一
A

、
同

ク
時
間
－
一
採
取
シ
タ
股
静
脈
血
内
ノ
「
ヲ
ラ
ニ
ン
」
量
ト
同
一
ナ

9
0
コ
レ
ニ
反
ジ
－
プ
閉
塞
造
設
後
四
十
八
時
間
或
A

七
十
二
時
間
ア
経
過

ジ
ア
後
二
注
入
シ
タ
uw

モ
ノ
ュ
於
－
プ
A

腸
間
膜
静
脈
血
内
ノ
「
・
円
ノ
ラ
ニ
シ
」
量
A

同
時
刻

－一
採
取
ジ
タ
股
静
脈
血
内
ニ
於
ケ
U
Y

ヨ
リ
三
造
カ

ュ
多
量
ナ

y
。
（
第
四
表
第
五
表
参
照
）

腹
腔
内
穆
出
物
内
ノ
「
ラ
－
フ
ニ
ン
」
濃
度
A

宰
腸
若
ク
A

廻
腸
南
端
閉
塞
ト
岡
崎
－
二
，
ヲ
＝
ノ
ユ

ン
」
ヲ
注
入
し
v
b
y
y
場
合
ニ
－
プ
A

股
静
脈

血
及
ピ
腸
間
膜
静
脈
血
内
ノ
「
ク
ラ
ニ
ン
」
濃
度
ヨ

9
毛
大
ナ
η
ノ
。
之
－
一
反
シ
ア
四
十
八
時
間
或
A

七
十
二
時
間
後
注
入
セ

Y
場
－
一
一於ケ

Y
惨

出
物
内
ノ
「
ヲ
ラ
ユ
ン
」
濃
度
A

股
静
脈
血
－
一
於
ケ
Y

ヨ
9
モ
大
ナ
レ
ド
腸
間
膜
静
脈
血
－
一
一於ケ

Y

ヨ
9
毛
小
ナ

9
0
（
第
四
表
第
五
表
委
照
）

（
九
）
宰
腸
南
端
開
業
造
設
後
四
十
八
時
間
或
A

七
十
二
時
間
ヲ
経
過
セ
シ
モ
ノ
A

柴
液
膜
－
一
血
行
障
害
ヲ
示
＋
ノ
ザ
Y

毛
扱
牧
機
能
A

著
明

（八）



－
一
一
蹴
退
セ

9
0
廻
腸
南
端
閉
塞
設
置
後
七
十
二
時
間
ヲ
経
過
セ
シ
モ
ノ
A

紫
液
膜
－
一
瞬
度
ノ
充
血
ヲ
見
Y
ノ
ミ
ナ
レ
ド
冊
以
牧
機
能
川
甚
シ

ク
障
害
サ
M
Y

。
（
第
四
表
第
五
表
塞
胤
）

（
十
）
腸
管
単
純
閉
塞
ニ
於
ケ
Y
卵
白
吸
牧
試
験
ノ
結
果
ヲ
見
Y

－
一
、
閉
塞
部
位
ガ
何
慮
デ
ア
ツ
ア
モ
、
閉
塞
ヲ
ツ
ク
Y
ト
同
時
－
一
卵
白
ヲ
注

入
ス
レ
バ
、
注
入
後
腹
腔
内
港
出
物
内
へ
A

少
量
－
一
移
行
ス
レ
ド
股
静
脈
血
－
二
コ
レ
ヲ
誼
明
セ
ズ
、
叉
閉
寒
造
設
後
七
十
二
時
閉
経
過
ジ

ア
カ
ラ
注
入
シ
タ

Y
場
合
－
一
月
惨
出
物
、
血
液
ノ
何
レ
ユ
モ
之
レ
ヲ
讃
明
セ
ズ
。
（
第
六
表
第
七
表
第
八
表
丞
照
）

（
十
こ
空
腸
雨
端
閉
塞
ニ
於
ケ
Y
卵
白
吸
牧
試
験
ノ
結
果
ヲ
見
Y

－
一
、
卵
白
ヲ
閉
塞
造
設
ト
同
時
－
一
注
入
シ
タ
Y
場
合
－
一
毛
、
七
十
二
時
間

後
注
入
ジ
タ
Y
場
合
－
一
毛
、
注
入
後
三
時
間
ヲ
経
過
ジ
採
取
シ
タ
腹
腔
内
穆
出
物
ニ
ノ
ミ
卵
白
ヲ
読
明
シ
、
股
静
脈
血
ニ
A

コ
レ
ヲ
謹
明
セ

ズ
。
廻
腸
雨
端
閉
率

二
一
於
－
プ
モ
同
様
ナ

Y
試
験
ヲ
行
ヒ
シ
ガ
股
静
脈
血
、
腹
腔
内
陸
出
物
－
一
卵
白
ア
読
明
ス

Y

コ
ト
不
可
能
ナ

9
キ
。
（
第

九
表
第
十
表
牽
照
）

（
十
一
一
）
以
上
ノ
所
見
ヲ
総
括
ス

Y

－
一
念
性
腸
管
閉
塞
定
－
一
ア
A

軍
純
閉
塞
、
南
端
閉
塞
何
レ
ノ
場
合
－
一
於
，プ

毛、

観
察
シ
甚
シ
キ
血
行
障
害
ナ
キ
ニ
モ
拘
－
y
f
、
「
？
”
プ
ニ
ン
」
ノ
吸
牧
機
能
A

著
ジ
ク
減
退
ス
。
コ
ノ
所
見
A

F
’
Z
E
C
Z
－F
2
2
2
y
目

E
g
er
－F
Z
E
E
－Z
氏
等
ノ
研
究
結
果
ト
同
一
ナ

9
0

閉
塞
腸
管
ヲ
肉
眼
的
－
一

（
し

］

p
t
JH
］三
ユ
Z
E
L

H凶
hf

ロ
ーヶ

「
ク
ラ
ニ
ン
」
及
ピ
卵
白
ガ
腹
腔
内
穆
出
物
内
へ
移
行
ス

Y

コ
ト
A

腸
管
軍
純
閉
塞
及
ピ
雨
端
閉
塞
ノ
何
レ
ノ
場
合
－
一
炉
、
－
プ
毛
亦
謹

明
セ
ラ
Y

、
所
ナ
リ
。
而
シ
ア
時
間
的
経
過
ヲ
見
W
y

－
－
閉
塞
ガ
造
設
セ
－
フ
レ
ア
ヨ

y
注
入
マ
デ
ノ
時
間
ガ
長
キ
程
惨
出
物
内
へ

移
付
ス

Y

量
ガ
減
少
ス
ぅ
而
シ
ア
叉
末
梢
血
液
内
－
弓
ヲ
ラ
ニ
ン
」
ヲ
謹
明
セ
ズ
シ
ア
唯
穆
出
物
内
ノ
ミ
ニ
存
在
ヲ
認
ム

Y
場
合
－
一
於
－
プ
モ
、
向
時
－
一
腸

間
膜
静
脈
血
内
ノ
合
有
量
ア
測
定
ス
レ
バ
穆
出
物
内
ヨ
リ
モ
多
量

－
一
存
在
ス

Y

ヲ
見
y
。
故
－
一
切
口
r
t』
F
Ec－
－
氏
ガ
末
梢
血
液
ト
湾
出
物
ノ

検
査
ヲ
行
ヒ
、
穆
出
物
ノ
ミ
ニ
閉
塞
一
腸
管
ニ
注
入
ジ
タ
試
験
物
ヲ
謹
明
シ
タ
場
合

－一
、
閉
塞
腸
管
内
容
A

線
ア
腹
腔
へ
穆
出
ジ
ア
後
吸
牧
＋
j

y
、
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
主
張
シ
タ
Y
ガ
、
之
レ
A

腸
間
膜
静
脈
血
ノ
検
査
ヲ
怠
リ
タ

Y
結
果
－
一
シ
ア
信
ヲ
措
ク

ユ
足
－
フ
ズ
J

「ウ
ノ
ラ
ニ

ン
」
ノ

如
キ
血
行
－
一
ヨ
1

7

ヨ
ク
扱
牧
セ
ラ
レ
得
Y

モ
ノ
A

末
期
－
一
於
47
モ
血
行
－
一
ヨ
リ
ア
腸
管
内
ヨ
η
ノ
能
ク
吸
牧
セ
ラ
Y

、
モ
ノ
ナ

9
。
尚
一
部

（十一ニ）
第
五
谷

F『
原

同

二
三
九

（第
成
競

著..... 

牛

七
七
〉



第
五
巻

F『
原

司E
~ 

牛

国

二
四
O

（
第
京
競

七
八
）

A
Z
腹
腔
へ
移
行
ス

Y

コ
ト
勿
論
ナ
リ
ノ
。

第

四

章

結

論

（
一
）
腸
管
軍
純
閉
塞
続
二
於
ア
腸
管
ノ
「
ク
ラ
ニ
ン
」
吸
牧
機
能
ヲ
検
ス

Y

－
一
、
閉
塞
設
置
後
四
十
八
時
間
或
A

七
十
二
時
間
経
過
ジ
タ
Y

毛

ノ
A

、
閉
寒
設
置
ト
同
時
－
一
冊
目
牧
機
能
ヲ
検
シ
タ
Y
場
合
－
一
比
シ
、
尿
へ
ノ
排
出
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